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V 富山県,石名田木舟遺跡における自然科学分析

株式会社 古環境研究所

I.石名田木舟遺跡におけるトイレ遺構検出分析

1.は じめに

トイレ遺構等の糞便堆積物は,寄生虫卵密度,花粉組成,種実組成に特異性が認められる。これら

の分析を総合的に行うことによつて,糞便の堆積物がわかり, トイレ遺構を示唆することが可能とな

る。また,寄生虫の特異な生活史や食用とされた花粉や種実によって,食物や食生活の検討を行うこ

とが可能である。

2.試 料
試料は,16世紀とされるAW地区S E223の上 。中部 (試料 4)と 下部 (試料 5),Bl地区SK
662(試料6),Bl地区Ⅲ層 (地山,試料 7),Bl地区S K677(試料 8)の 5点である。このうち,
試料 7と試料 8は寄生虫卵分析のみが対象であるが,分析過程において花粉の観察も併せて行った。

3.寄生虫卵分析

(1)方法

寄生虫卵の分離,抽出は金原 (1992,19M)を 踏襲し,試料に以下の処理を施して行った。

1)サ ンプルを採量する。

2)脱イオン水を加え撹拌する。

3)飾別により大きな砂粒や木片等を除去し,沈澱法を施す。

4)250/0フ ッ化水素酸を加え30分静置。 (2・ 3度混和 )

5)水洗後サンプルを三分する。

6)片方にアセトリシス処理を施す。

7)両方のサンプルを染色後グリセリンゼリーで封入しそれぞれ標本を作製する。

8)検鏡・計数を行う。

以上の物理・化学の各処理間の水洗は,1500rpm, 2分間の遠心分離を行った後,上澄みを捨てる

という操作を3回線り返して行った。

(2)結果

結果を表 1に示す。AW地区S E223の下部 (試料 5)か らは回虫卵と鞍虫卵が検出され,Bl地
区S K677(試料 8)からは回虫卵と鞭虫卵が検出された。密度は20個/cc未満である。その他の試

料からは寄生虫卵は検出されなかった。

4.花粉分析
(1)方法

花粉粒の分離抽出は,基本的には中村 (1973)を 参考にし,試料に以下の順で物理化学処理を施し

:2′
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て行った。

1)50/O水酸化カリウム溶液を加え15分間湯煎する。

2)水洗した後,0.5111111の 節で礫などの大きな粒子を取り除き,沈澱法を用いて砂粒の除去を行う。

3)25%フ ッ化水素酸溶液を加えて30分放1置する。

4)水洗した後,氷酢酸によって脱水し,アセトリシス処理 (無水酢酸 9:1濃硫酸のエルドマン氏

波を加え1分間湯煎)を施す。

5)再び氷酢酸を加えた後,水洗を行う。

6)沈澄に石λ酸フクシンを加えて染色を行い,グ リセリンゼリーで封入しプレパラートを作製する。

以上の物理・化学の各処理間の水洗は,1500rpm, 2分間の遠心分離を行った後,上澄みを捨てる

という操作を3回繰り返して行った。

検鏡はプレパラート作製後直ちに,生物顕微鏡によつて300～ 1000倍で行った。花粉の同定は,島

倉 (1973)お よび中村 (1980)を アトラスとし,所有の現生標本との封比で行った。結果は同定レベ

ルによって,科,亜科,属,亜属,節および種の階級で分類した。複数の分類群にまたがるものはハ

イフン (― )で結んで示した。なお,科・亜科や属の階級の分類群で一部が属や節に細分できる場合

はそれらを別の分類群とした。イネ属に関しては,中村 (1974,1977)を参考にし,現生標本の表面

模様 。大きさ・孔・表層断面の特徴と対比して分類 し,個体変化や類似種があることからイネ属型と

した。

(2)結果

出現した分類群は,樹木花粉22,樹木花粉と車本花粉を含むもの2,草本花粉23,シダ植物胞子 2

形態の計49である。これらの学名と和名および粒数を表 1に示し,花粉総数力認00以上の試料につい

て花粉組成図を作成した (図 1)。 主要な分類群を写真に示す。以下に出現した分類群を示す。

〔樹木花粉〕

モミ属,ツ ガ属,マツ属複維管束亜属,マツ属単維管束亜属,ス ギ,イ テイ科―イヌガヤ科―ヒノ

キ科,サワグルミ,ハ ンノキ属,カバノキ属,ハシバミ属,クマシデ属―アサダ,ク リーシイ属,ブ

ナ属,コナラ属コナラ亜属,コナラ属アカガシ亜属,ニ レ属―ケヤキ,エノキ属―ムクノキ,モチノ

キ属,カエデ属, トチノキ,ブ ドウ属,ニワトコ属―ガマズミ属

〔樹木花粉と草本花粉を含むもの〕

クワ科―イラクサ科,マメ科

〔草本花粉〕

サジオモダカ属,オモダカ属,イ ネ科,イ ネ属型,カ ヤッリグサ科,ミ ズアオイ属,ホ ンクサ属 ,

タデ属サナエタデ節,ソバ属,アカザ科一ヒユ科,ナデシコ科,キ ンポウゲ属,カ ラマツソウ属,ア

ブラナ科,ア リノトウグサ属―フサモ属,セ リ科,シソ科,ナス科,オ オバコ属,オ ミナエシ科,タ

ンポポ亜科,キク亜科,ヨモギ属

〔シダ植物胞子〕

単条溝胞子,三条溝胞子

1)AW地区S E223(試料 4, 5)
上部・中 (試料 4),下部 (試料 5)と も同じ傾向を示し,樹木花粉より草本花粉の占める割合が

高い。樹木花粉ではハンノキ属,コ ナラ属コナラ亜属,マツ属複維管束亜属などが出現する。草本花

粉ではイネ属型を含むイネ科が優占しカヤツリグサ科,ヨモギ属の出現率もやや高い。栽培植物のソ
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バ属が出現する。

2)Bl地 区S K662(試料 6)

樹木花粉より草本花粉の占める割合が高い。樹木花粉ではスギ,コ ナラ属コナラ亜属,マツ属複維

管束亜属などが出現する。草本花粉ではイネ属型を含むイネ科が優占しカヤツリグサ科,ヨモギ属の

出現率もやや高い。栽培植物のソバ属が出現する。

3)Bl地 区Ⅲ層 (地山,試料 7)

花粉がやや少ない。樹木花粉ではスギ,ハンノキ属,草本花粉ではイネ属型を含むイネ科,ヨモギ

属などが出現している。

4)Bl地 区S K677(試料 8)

樹木花粉より草本花粉の占める割合が高い。樹木花粉ではハンノキ属,コ ナラ属コナラ亜属,マツ

属複維管束亜属などが出現する。草本花粉ではイネ属型を含むイネ科が優占しカヤツリグサ科,ヨモ

ギ属の出現率もやや高い。栽培植物のソバ属が出現する。

5.種実同定

(1)方法

試料 (堆積物)100ccを 0.254ulの師を用いて水洗選別を行い,残澄を双眼実体顕微鏡で観察した。必

要に応じて落射顕微鏡観察も行った。同定は形態的特徴および現生標本との対比で行い,結果は同定

レベルによって科,属 ,種の階級で示した。

(2)結果

同定された分類群は草本18である。学名,和名,部位,粒数を表 3に示し,主要なものを写真に示

す。以下に同定された分類群とその同定根拠となる形態的特徴を記す。

a。 オモダカ科 Alismataceae 種子

茶褐色で逆U字形を呈す。種皮は薄く,半透明である。果実が欠落しているため,科以下の同定は

行えない。長さ1.511n,幅 1.Ollun。

b.イ ネ Oryza S就�a L.穎  イネ科

穎は茶褐色で扁平楕円形を呈 し,下端に枝梗が残る。表面には微細な顆粒状の突起がある。長さ

7.5111111,幅 2.711ul

c.ホ タルイ属 Scirpus 果実 カヤツリグサ科

黒褐色で,やや光沢がある。広倒卵形を呈し,断面は両凸レンズ形である。表面には横方向の微細

な隆起がある。長さ1.7～ 1.811m,幅 1.1～ 1.2mll。

d.カ ヤツリグサ属 Cyperus 果実 カヤツリグサ科

黒褐色で狭倒卵形を呈す。表面はやや粗 く断面は三角形である。長さ1.0～ 1.211m,幅 0.5～ 0.611Hl。

e.カ ヤツリグサ科A・ BoC・ D CyperaseacA・ BoCoD 果実

Aは責褐色で倒卵形を呈す。断面は扁平である。長さ1.311ul,幅 1.Ollln。

Bは茶褐色で倒卵形を呈す。断面は扁平である。カヤツリグサ科 Aよ りも小さい。長さ1.OHMl,幅

0.611114。

Cは茶褐色で倒卵形を呈す。断面は三角形である。長さ1.5Hull,幅 0.911m。

Dは黄褐色で倒卵形を呈す。断面は三角形である。基部に針状の付属物を持つ。長さ0.611m,幅 0.2

1111。
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f.コ ナギ  MonOchOria va藻� iS Presl vari plantaginea Solms‐ Laub.種子  ミズ アオイ科

淡褐色で楕円形を呈す。表面には縦方向に8～ 10本程度の隆起があり,その間には横方向に微湘な隆

線がある。種皮は薄く―透き通る。長さ1.Omm,0。 411ull。

g.タ デ属A・ B ,01ygonum A・ B果実 タデ科
Aは黒褐色で先端がとがる卵形を呈す。表面にはやや光沢があり,断面は三角形である。長さ1.5

11111,幅 1.lllMIl。

Bは黒褐色で先端がとがる広卵形を呈す。表面には網目模様があり,断面は両凸レンズ形である。

長さ2.8～3.311m,幅 1,8～ 1,91m。

h。 とユ属 Amaranthus 種子 ヒユ科
黒色で光沢がある。円形を呈し,一ケ所が切れ込みヘソがある。断面は両凸レンズ形である。径

1.1～ 1.211111。

i.ス ベリヒユ Pomlaca Oleracea L.種 子 スベリヒユ科

黒色で円形を呈し,一ケ所が切れ込みヘソがある。ヘソには自色のヘソしとねがある。表面全体に

突起がある。径0.61mll。

j.ナデシコ科 CaFyOphyllaceae 種子

黒色で円形を塁し,側面にヘソがある。表面全体に突起がある。径0.6mm。

k.チ ドメグサ属 HydrOcotyle 果実 セリ科
淡褐色で半円形を呈す。断面は楕円形である。両面に明瞭な一本の円弧状の隆起が走る。長さ019

null,幅 0,711ull。

1.イ ヌコウジュ属 Mosia 果実 シソ科
茶禍色で球形を呈し,下端にヘソがある。表面は網目模様である。径 1.Ollllll。

m.ウ リ類 Cucumiξ xnolo L.種子 ウリ科
淡褐色～黄褐色である。精円形を呈し,一端には「ハ」字状のへこみがある。

本遺跡出上の計測可能な種子は1個で,長さ8.211ull,幅 4.Ollunである。藤下によると長さ8.lllull以上の大

粒種子 (モモルディカ型)にあたる。

n.シ ャジクモ属 Chara ヴH胞子 シャジクモ科

黒色で楕円形を呈す。断面は円形で,表面には右下がりの螺旋状の隆起が 8～ 10本程度ある。長さ

0.5～ 0。 611ull,幅0,2～ 0.311ull。

1)AW地区S E223(試料4, 5)

草本のみが検出され,樹木は検出されなかった。カヤッリグサ科が多く,ホ タルイ属,コ ナギと続

く。他にイネやウリ類の栽培植物が検出されている。下部 (試料 5)ではシヤジクモ属,オモダカ科 ,

ヒユ属が出現する。

2)Bl地 区S K662(試料6)

草本の種実がわずかに検出された。イネ,ホタルイ属,ナデンコー科の3種類である。

6.ト イレ遺構の可能性 と食生活

1)AW地区S E223(―試料4, 5)
上。中層 (試料4)では寄生虫卵が検出されず,下層 (試料5)では20個/cc未満程度の虫卵が検

出された.。 寄生虫卵密度は低く集落域な―どの汚染の範囲内と考えられる。花粉分析結果では風媒花植
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物の花粉がほとんどであり,周囲の植生を反映 しているとみなされる。食用 となる植物ではイネ属型

とソバ属が検出されている。種実では人里植物の性格をもつ雑草類がほとんどで,食用 となる種実は

イネとウリ類がわずかに検出されている。

以上のことから,これらの試料は糞便の堆積物とはみなされず,同遺構がトイレ遺構である可能性

は極めて低いと考えられる。

2)Bl地 区S K662(試料 6)
寄生虫卵が検出されなかった。花粉分析結果では風媒花植物の花粉がほとんどであり,周囲の植生

を反映しているとみなされる。食用となる植物ではイネ属型とソバ属が検出されている。種実はわず

かしか検出されず,食用となるものではイネがわずかに検出されている。

以上のことから,同試料は糞便の堆積物とはみなされず,同遺構がトイレ遺構である可能性は極め

て低いと考えられる。

3)Bl地 区Ⅲ層 (地山,試料 7), S K677(試料 8)
S K677(試料 8)で は20個 /cc未満程度の虫卵が検出された。寄生虫卵密度は低く集落域などの

汚染の範囲内と考えられる。Ⅲ層では花粉の密度が低い。 S K677の花粉群集は風媒花植物の花粉が

ほとんどであり,周囲の植生を反映しているとみなされる。食用となる植物ではイネ属型とソバ属が

検出されている。

以上のことから,これらの試料には糞便の堆積物は含まれていないとみなされる。

7.周囲の植生と農耕
AW地区S E223(試料4, 5),Bl地区S K662(試料6),Bl地区S K677(試料 8)から得ら
れた花粉群集はほぼ同様の花粉組成を示す。風媒花粉を主とし周囲の植生を反映しているとみなされ

る。本遺跡の周囲は樹木が極めて少なく,イ ネ属型を含むイネ科花粉が高率に出現することから,水

田が広く営まれていたと推定される。カヤツリグサ科が多く,サジオモダカ属,オモダカ属,ミ ズア

オイ属の水田雑草の性格をもつ水湿地植物も生育しており,やや低湿な湿田であった可能性がある。

畑作物のソバ属や乾燥地を好むヨモギ属の花粉も出現し,ソバなどの畑が部分的には分布していたと

みなされる。

S E223(試料 4, 5)の種実遺体群集では,ホ タルイ属,カヤツリグサ科,コ ナギ,オモダカ科 ,

シャジクモ属は水田雑草の性格をもつ水湿地植物,ヒユ属,スベリヒユ,イ ヌコウジュ属はやや乾燥

した畑や集落などの人里環境に生育する雑草であり,花粉群集と矛盾しない。栽培植物としてはイネ

(イ ネ属型,イ ネ果実),ソバ (ソバ属花粉),ウ リ類 (種子)が検出され,こ れらが水田および畑で

栽培されていたと推定される。周囲の樹木は二次林要素であるナラ類 (コ ナラ属コナラ亜属),ニ ヨ

ウマツ類 (マツ属複維管束亜属),湿地林を形成するハンノキ属が周囲で疎林かやや遠方で森林とし

て分布していたと推定される。

以上のように,16世紀頃の石名田木舟遺跡は,水田を主に畑を含む農耕地が広く分布していたと堆

定される。

参考文献
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表1 石名田木舟遺跡における寄生虫卵分析結果
分類群   (9.2cO中 ) AW地 区SE-223      Bl地区

学名      1和 名     中・上部  下部  SK662T層  Ⅲ層 SK678上
Hchnhh egBS  寄生虫卵
A配誌     回虫卵     …    1    -    -   1
驚湖瓶お    鞭虫卵     =   8    -    一   B
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表2 石名田木舟遺跡における花粉分析結果
分類群           (0.2cc中 ) AW地 区SE‐223 Bl地区

学名 和 名 中・上部  下部  SK662T層 Ⅲ層 SK6774土
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表3 石名田木舟遺跡における種実同定

学名

分類群      (100∝ 中)     AW地 区SE223   Bl地 区
和名 部位   上・中部  下部   SK662

Alねmataceae         オモダカ科     種子         1
0va ttnilra L.       イネ       穎     2   12    2
SaわWs           ホタルイ属    果実    4   6    1
勁 erB            カヤツリグサ属   果実    1    2
勒 raCeac A         カヤツリグサ科A  果実    7    1
的 eraCeae B         カヤツリグサ科B  果実    3    9
⑤peraCeae C         カヤツリグサ科C  果実    1
帥 eraCeae D         カヤツリグサ科D  果実         1
Monochtta η伽江J`2eSr   ヨナギ       種子    4   6
確丘prantagnea Soras Laub.

Porygonm A         タデ属A      果実    2
POrygOnm B         タデ属B      果実         1
Amaraattus          ヒユ属       種子         3
Pordaca oreracea L.     スベリヒユ     種子    1
Caryophyllaceae        ナデシヨ科     種子              1
rryJrOcovFe          チドメグサ属    果実         2
MOsr2             イヌヨウジユ属   果実    1
anRmと 29foと       ウリ類       種子    1    1
crla翅             シャジクモ属    卵胞子        2

Total 合計 27      47        4
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Ⅱ。石名田木舟遺跡における花粉分析

1,試料と方法―

試料はBl地区S K614の下層 (試料 9)である。花粉粒の分離抽出の方法は,第 I章と同様であ
る。

2.結 果

出現した分類群は,樹木花粉 7,樹木花粉と草本花粉を含むもの2,草本花粉16,シ ダ植物胞子 2

形態の計27である。これらの学名と和名および粒数を表1に示し―,花粉総数を基数とする花粉組成図

を示した (図 1)。 主要な分類群を写真に示す。以下に出現した分類群を示す。

〔樹木花粉〕

マツ属複維管束亜属,ハンノキ属,コナラ属コナラ亜属,カエデ属, トチノキ,ブ ドウ属,ニワト
コ属―ガマズミ属

〔樹木花粉と草本花粉を含むもの〕

クワ科―イラクサ科,マメ科

〔草本花粉〕

イネ科,イ ネ属型,カヤッリグサ科,ホシクサ属,タデ属サナエタデ節,ソバ属,アカザ科―ヒユ

科,ナデンコ科,アブラナ科,アリノトウグサ属―フサモ属,セ リ科,ナス科,オ ミナエシ科,タ ン

ポボ亜科,キク亜科,ヨモギ属

〔シダ植物胞子〕

単条溝胞子,三条溝胞子

樹木花粉より草本花粉の占める害J合が極めて高い。イネ属型を含むイネ科が優占し,カヤツリグサ

科が伴われる。他にタンポ|ボ亜科, ヨモギ属,ソバ属などが出現する。樹木花粉は低率でコナラ属コ

ナラ亜属などが出現する。

3.花粉分析からみた植生と環境
Bl地区S K614の下層 (試料 9)では,樹木花粉が極めて低率で,イ ネ属型を含むイネ科花粉が

卓越しソバ属花粉も出現する。このことから,当時は周囲に広く水田や畑の農耕地が広がっていたと

みなされる。ソバ属はやや低率であっても大きく評価できるため,畑が営まれるか田と畑が輸換され

て営まれていたと推定される。周囲には森林はなく,ナラ類 (ヨナラ属コナラ重属)な どが孤立木の

状態で生育していたと推定される。
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中村純 (1973)花粉分析.古今書院,p.82-110。
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表1 石名田木舟遺跡における花粉分析結果
分類群

学名               和名

B生地区

SK614下層
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肋 us subgen,DliDfovrOn

Ah胚
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樹木花粉

マツ属複維管束亜属
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３
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Ⅲ。石名田木舟遺跡における種実同定

1.試料と方法

試料は,中世 (14～ 15世紀)と されるB2地区S D l168の堆積物 (試料13)である。方法は第 I章

と同様である。

2.結 果

同定された分類群は草本14である。学名,和名,部位,粒数を表 1に示し,主要なものを写真に示

す。以下に同定根拠となる形態的特徴を記す。

a.イ ネ Oryza Sativa L.穎 。炭化種子 イネ科
穎は茶褐色で扁平楕円形を呈し,下端に枝梗が残る。表面には微細な顆粒状の突起がある。長さ

7.54ull,幅 2.7oll。

炭化果実は黒色で楕円形を呈す。長さ4.611m,幅 2.6Hul。

b.イ ヌビエ属 Echinochola 穎 イネ科
茶褐色で楕円形を呈す。表面には微細な縦方向の模様がある。長さ3.3～4.041m,幅 1.7～ 1.811ull。 落射

顕微鏡による観察では内穎の長細胞の側壁が深く切れ込み,側枝が長い。

c.ホ タルイ属 Scilpus 果実 カヤツリグサ科
黒褐色で,やや光沢がある。広倒卵形を呈し,断面は両凸レンズ形である。表面には横方向の微細

な隆起がある。長さ1.7～ 1.8Hllll,幅 1.1～ 1.2o41。

d.カ ヤツリグサ科 B・ E CyperaseaeB・ E 果実

Bは茶褐色で倒卵形を呈す。断面は扁平である。カヤツリグサ科 Aよ りも小 さい。長さ1,Ollm,幅

0.6mm。

Eは黒褐色で倒卵形を呈 し,断面は両凸レンズ形である。長さ2.4mll,1.6HHl。

c.コ ナギ MonOchotta vaginalis Presl var.Plantaginca Sohs― Laub.種 子 ミズアオイ科

淡掲色で楕円形を呈す。表面には縦方向に8～ 10本程度の隆起があり,その間には横方向に微細な

隆線がある。種皮は薄く透き通る。長さ1.Ollm,0.4剛 。

f.ササゲ属 Vigna 種子 (子葉) マメ科

炭化 しており半分に割れた子業部である。腎臓形を呈す。長さ4.811un,幅3.3剛。ササゲ属にはリヨ

クトウ,アズキ,ケ ツルアズキ,ヤ ブッルアズキなどのが含まれる。本遺跡のものはアズキ (Vigna

angularis)に類似する

g.タ デ属A・ B polygonum A・ B 果実 タデ科

Aは黒褐色で先端がとがる卵形を呈す。表面にはやや光沢があり,断面は三角形である。長さ1.5

41n,幅 1.lIIn。

Bは黒褐色で先端がとがる広卵形を呈す。表面には網目模様があり,断面は両凸レンズ形である。

長さ2.8～3311m,幅1.8～ 1.91Ml。

h.ア カザ属 ChcnOpodilm 種子 アカザ科

黒色で光沢がある。円形を呈し,片面の中央から周縁まで浅い溝がはしる。径 1.llllll。

i。 ヒユ属 Amaranthus 種子 ヒユ科

′,9
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黒色で光沢がある。円形を呈 し,一ケ所が切れ込みヘソがある。断面は両凸レンズ形である。径

1.1^-1.211ul。

j.シソ属 Perilla 果実 シソ科

本試料はつぶれて,偏平になっている。茶褐色で円形を呈し,下端にヘソがある。表面には大きい

網目模様がある。

k.ウ リ類 Cucu4is m01o L.種子 ウリ科
淡褐色～黄褐色である。楕円形を呈し,一端には「ハ」字状のへこみがある。長さ8.211ull,幅 4,Ollllll。

藤下 (1992)に よると長さ8,lllllll以上の大粒種子 (モモルデイカ型)である。

1.タ カサブロウ Eclipta prostFata Lぉ  呆実 キク科
黄褐色で長倒卵形を呈し,一端は切形である。中央部にはいぼ状の突起がある。長さ2,9Hull,幅 1,4

11ull。

検出量はやや少なかった。ィネ,ヒユ属|が多く,ホタルイ属,コナギ,夕 1刑同,アカザ属などが検

出された。他にササゲ属,ウ リ類の栽培植物が検出された。

3.種実同定からみた植生と農耕
B2地区SD■68(試料13)から得られた種実遺体は,イ ネが多く,ササゲ属,ウ リ類の栽培植物
が含まれる。イヌビエ属,ホタルイ属,カヤツリグサ科,コナギ,タデ属,ヒユ属,アカザ属,シソ

属,タ カサプロウは水田雑草や畑作雑車の性格を持ち,集落周辺を好む人里植物である。

以上のように,S D l168の種実遺体は水田や1畑の裁培植物,水四雑草,畑作雑草,人里植物という

人為的環境を示唆するものばかりであり,周囲1こは水日や畑の農耕地が広がっていたと推定される。

参考文献

藤下典之 (1992)出土種子からみた古代日本のメロンの仲間,その種類,渡来,伝搬,利用について.

考吉学ジャーナルNo.354,ニュー・サイェンス社,p.7-13.

吉崎昌― (1992)古代雑穀の検出・考古学ジャーナルN。.355,ニュー・サイエンス社,p.2-14.

表1 石名田木舟遺跡おける種実同定
_            分類群 (100cc中 ) B2地区

SDl168

蝕 厖a satilra L.

丘 腕 ochora

Sぬ
C凛)oraceae B

働 eraCeae E

Monochaね v町ねJと Presr
ytt prarapnea sOFms Laubi

イネ        類
果美(炭化)

イヌビエ属     穎
ホタルイ属     果実
カヤツジグサ科B  果実
カヤツジグサ科E  果実
ヨナギ       種子

・５

１

５

４

３

１

１

Иma              ササゲ属      種子(炭4LJ
POrygonvH A           タデ 届 A      果 実

PofzonIIm B            タデ属 B      果 実

Chenopod占幽            ァヵザ属      種子
AaFraa的強            ヒユ属       種子
P総嵐              シン属       果美
acvn占 盟erO L・          ウリ類       種子
ゑ雄瘤 μ密舶榜 L.        夕ヵサプロウ    某案

１

１

４

２

１２

１

１

１
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石名田木舟遺跡の花粉遺体
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石名田木舟遺跡出土種実
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Ⅳ.石名日本舟遺跡の植物雄酸体 (プラント・オパー7L/1分析

1.はじめに

植物蓬酸体は,植物の細胞内にガラスの主成分である珪酸 (Si02)が蓄積したものであり,植物
―

が枯れたあとも微化石 (プラント・オパール)となつて土壌中に半永久的に残っている。植物珪酸体

分析は,この微化石を遺跡土壌などから検出する方法であり,イ ネをはじめとするイネ科栽培植物の

同定および古植生 。古環境の推定などに応用されている (杉山,1987)。

2.試 料

試料は,Bl地区S K614(試料10), S K661(試料11), S K662(試料12),El地区S D5600
(試料14),E2地区S D 5941(試料15。 16),S D 5995(試料17),S D 5949(試料18,19・ 20),

S D5934(試料21),S D5917(試料22・ 23・ 24)の 14点である。

3.分析法

植物進酸体の抽出と定量は,プラント・オパール定量分析法 (藤原,1976)を もとに,次の手順で

行った。

1)試料の絶乾 (105℃・24時間)

2)試料約 lgを群量,ガラスビーズ添加 (直径約40μ m。 約0.02g)

※電子分析天秤により1万分の lgの精度で秤量

3)電気炉灰化法による脱有機物処理

4)超音波による分散 (300W,42KHz`10分間)

5)沈底法による微粒子 (20μ m以下)除去,乾燥

6)封入剤 (オ イキット)中に分散,プレパラート作成

7)織 ・識
同定は,イ ネ科植物の機動細胞に由来する植物珪酸体をおもな対象とし―,400倍の偏光頭微鏡下で

行った。計数は,ガラスビーズ個数力Y00以上になるまで行つた。これはほぼプレパラート1枚分の

精査に相当する。試料 lgあたりのガラスビーズ個数に,計数された植物珪酸徳とガラスピーズ個数

の比率をかけて,試料 lg中の植物珪酸体個数を求めた。

また,お もな分類群についてはこの値に試料の仮比重と各植物の換算係数 (機動細胞珪酸体 1個あ

たりの植物体乾重,単位 :10-5g)をかけて,単位面積で層厚 l cllaあ たりの植物体生産量を算出した。

換算係数は,イ ネは赤米―,キ ビ族はヒエ,ヨ ン属はヨシ,ウ シクサ族はススキ,タ ケ亜科はネザサ節

の値を用いた。その値は2.94,8.40,6.31,1,24,0.48である。

4.分析結果

同定および定量はイネ,キビ族,ヨ シ属,ウ シクサ族 (ススキ属など),タ ケ亜科の主要な5分類群 ノ
に限定した。これらの分類群について定量を行い,その結果を表 1に示した。写真図版に主要な分類

群の顕微鏡写真を示す。

′J8
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5.考 祭
(1)Bl地 区S K614,S K661,S K662

植物繊維層とされる遺構内の堆積物 (試料 10。 ■.12)について分析を行った。その結果,イ ネの

機動細胞に由来する植物珪酸体が,試料10で 16,700個/g,試 料11で 15,800個 /gと 極めて多量に検

出され,試料12で も4,700イ固/gと 多量に検出された。また,イ ネ葉身の細胞組織 (写真3)も 多く認

められた。したがって,これらの植物繊維層はおもにイネ藁に由来するものと推定される。

(2)El地 区 S D 5600の 上層

8～ 9世紀とされる灰赤色粘質シル ト層 (試料14)について分析を行った。その結果,ク マザサ属

がごく少量検出されたが,その他の分類群は未分類のものも含めてほとんど検出されなかった。した

がつて,同層の推積当時はイネ科植物の生育には適さない環境であったものと推定される。このこと

の原因として,上層の堆積速度が速かったことや,洪水などによって土壌が流出したことなどが考え

られる。

(3)E2地 区のさく状遺構

さく状遺構の覆上のうち, S D 5941(試料15,16), S D 5995(試料17), S D 5949(試料18.19.

20), S D 5934(試料21), S D5917(試料22.23.24)に ついて分析を行った。

その結果, S D5941(試料15)と S D 5917(試料22.23)か らイネが検出された。密度は試料15で

は700個/gと低い値であるが,試料22と 試料23では2,300～ 3,100個/gと比較的高い値である。した

がって,これらの遺構もしくはその近辺では稲作が行われていたものと推定される。

S D5934(試料21)ではキビ族が検出された。キビ族にはヒエやアワ,キビなどの栽培種が含まれる

が,現時点ではこれらの栽培種とイヌビエやエノコログサなどの野・雑草とを完全に識別するには至

っていない (杉山ほか,1988)。 また,密度も800個/gと低い値であることから,こ こでヒエなどの

キビ族植物が栽培されていた可能性は考えられるものの,イ ヌビエなどの野・雑草である可能性も否

定できない。

植物珪酸体分析で同定される分類群のうち栽培植物が含まれるものには,上記以外にもオオムギ族

(ム ギ類が含まれる)やジュズグマ属 (ハ トムギが含まれる)な どがあるが,こ れらの分類群はいず

れの試料からも検出されなかった。

参考文献

杉山真二 (1987)遺跡調査におけるプラント・オパール分析の現状と問題点.植生史研究,第 2号 ,

p.27-37.

杉山真二・松田隆二・藤原宏志 (1988)機動細胞珪酸体の形態によるキビ族植物の同定とその応用―

古代農耕追究のための基礎資料として一。 考古学と自然科学,20,p.81-92.

藤原宏志 (1976)プラント・オパエル分析法の基礎的研究 (1)一数種イネ科栽培植物の珪酸体標本

と定量分析法―.考 古学と自然科学,9,p.15-29.

藤原宏志・杉山真二 (1984)プラント・オパール分析法の基礎的研究 (5)― プラント・オパール分

析による水田址の探査―.考 古学と自然科学,17,p.73-85。
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V富山県_石名田本舟遺跡における自然科学分析

植物珪酸体の顕微鏡写真

(倍 率 はすべて40o借 )

No.  分 ―親 群 試料名

1.  イネ               10

2  イネ               10

3  イネ (側 面)          H

4  ウシクサ族 (ス スキ属など)    11

5  クマザサ属型           12

6  棒状珪酸体            10

表1 富山1県、石名田木舟遺跡の植物珪酸体 (プラント・オパール)分析結果
※主要な分類群につ↓ヽて1計数

検出密度 (単位 :Xm瓶た)

分 類 群  ＼  試 料

Bl地区 El地区 E2地区

SK614 SK661 SK662 SD5600 SD5941 SD5949 SD5917

10    11    12 14 15    16 17 13   19   20 21 22    23    24

底部 底都 申謝 上面 上部 下凱 中部 上部 中部 下割 中翻 上部 中部 下罰
イネ

キlf族 (ヒ手属などう

ウシクサ族(ススキ属など)

タケ重科

167   158    47

23   23    8

23   15   23 8

7

8 ８

　

８

８

　

８

8

3

31   23

15 23

115

推定生産量 (単位 :kg/ゴ・cmう

イネ

キビ族 (ヒ■属など)

ウシタサ族 (ススキ属など)

タケ亜科

4,91 4166 1.87

0.28 0。 28 0.10

0,11  0.07  0.11 0.04

0.22

0.09 0.09

0,04

0.09

0,04

C.68

0.09

“

　

　

路

０
　
　
　
０

O.91

0。 19

0,07

※試料の仮比重を1.0と仮定して算出.
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自然科学的分析

Ⅵ 石名田木舟遺跡自然科学分析調査報告
パ リノ・ サーヴェイ株式会社

は じめに

石名田木舟遺跡 (富山県西砺波郡福岡町所在)は ,砺波山丘陵と庄川の扇状地とに挟まれた沖積地

に立地する。本遺跡は,古代～近世の様々な遺構・遺物が検出されている。今回の分析調査では,主

に中世の遺構や遺物包含層から検出された,種実,骨 ,貝 ,昆虫の種類を知り,当時の古環境や生業

・食糧などに関する情報を得ることを目的とする。

1.種実同定

(1)試料

試料は,種実,骨 ,貝 ,昆虫など185ケ ースである (表 1)。 それぞれの種類に分類されケースに収

納されており,その量は非常に多いものから1～ 2個体のものまで様々であった。また,その中には,

貝に分類されているケースに魚類の歯が入つているなどの例があつたため,事前に当社にて全点観察

を行い,各種類に分類し直した。今回種実同定を行った古代～中世の試料は,結果とともに表 2に示

した。

(2)方法

双眼実体顕微鏡を用いて,その形態的特徴から種類を同定する。同定した種実は,種類毎に瓶にい

れて,保存する。

(3)結果

結果を表 2に,遺構別,時代別の組成を表 3に示す。以下に,検出された種類の形態的特徴を示す。

・オニグルミ (JvgFans阿孤Jshttθβ Maxim.subsp.団 eboFJipaa(Maxim)Kttalnllra)ク ルミ科

核が検出された。褐灰色。大きさは2.5cm程度。側面の両側に縫合線が発達する。広卵形で,基部

は丸くなっているが,先端部は尖る。表面は荒いしわ状となり,縦方向に溝が走っている。内部は,

子葉が入る2つの大きなくばみがある。

・ツノハシバミ に崩/“ 師めoFdiva Blumc) カバノキ科ハシバミ属

果実が検出された。大きさは l cm程度。総竜が一部残存する。果実は円錐状で,表面は厚くて堅く,

やや光沢がある。表面には縦筋がみられる。基部は大きな円形で,ざらつく。維管束の通つていた小

穴が,全周にみられる。

・ハンノキ (スh口巧ηtti9a(Thunb。 )Steud。 ) カバノキ科ハンノキ属

球果の破片が検出された。大きさは 5111n程度で,上部が欠けている。楕円形で,芭葉が螺旋状につ

く。芭葉は扇形で,先端部が反り返る。

・ コ ナ ラ 亜 属 (o口crcys subgen.LcPviJo切 孤 us sp.) ブ ナ 科 コ ナ ラ 属

殻斗の破片が検出された。褐色で大きさは 511n程度。半球状で,内部には「座」が存在する。総芭

片は,瓦状に配列し,互いに癒着しているため,堅い。

・コナラ属 (Q口eFCtt Sp.) ブナ科

え化した子葉が検出された。大きさは l cm程度。楕円形で,半分に割れている。表面には,維管束
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Ⅵ 石名田木舟遺跡自然科学分析調査報告

表 1 分析試料一 覧 (1)

試料番号 試料名 地区名 遺構名 出土地点 日付 時 代

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

種子

種子

炭化米

種子

炭化米

魚骨

果核

種子

種子

炭化米

骨

骨

骨

魚骨

骨

貝

昆虫 ?

炭化米

種子

種子

炭化米

骨

炭化米

炭化米

種子

種子

炭化米

骨

種子

果核

果核

獣骨 ?

骨

種子

種子

種子

果核 (柿

種子

魚骨

骨

種子

骨

種子

種子

種子

炭化米

種子

？

・

B2
B2
B2
B2
B2
B2
B2
B2
B2
B2
B2
B2
B2
B2
B2
B2
B2
B2
B2
B2
B2
B2
B2
B2
B2
B2
B2
B2
B2
B2
B2
B2
B2
B2
B2
B2
B2
B2
B2
B2
B2
B2
B2
B2
B2
B2
B2

SD

SD

SD

SD

SD

SD

SD

SD

SD

SD

SD

SD

SD

SD

SD

SD

SD

SD

SD

SD

SD

SD

SD

SD

SD

SD

SD

SD

SD

SD

SD

SD

SD

S【

SK

SK

SK

SK

SK

SK

SK

SK

S【

SE

SE

SE

S【

1098

1135

1135

1139

1139

1168

[168

1168

1168

1168

1168

1168

1168

1168

1168

1168

1168

1378

1701

1701

1701

1701

1906

1917

1953

1985

1985

1985

を485

を515

を515

を515

を515

1099

1151

1222

1233

1233

1233

1233

1261

1261

1287

1309

1345

1345

1353

B区付近
X230Y399,400

X230Y399,400

X228Y397,398

X228Y397,398

X220Y397

A・ B区間
A・ B区間
D区
DoE区 間
A・ B区間
C・ D区間

D・ E区間
A・ B区間
D・ E区間
X218Y398

X224Y388

X227Y397

X229Y397

X227Y397

X229Y397

X223Y876

X228Y386

X228Y386

X228Y386

X227-229Y386

X225Y384

X226Y386

X223-225Y386

940713

940712

940712

940712

940712

940711

940713

940713

940801

940728

940713

940726

9408

940728

940713

940714

940712

940715

941004

941003

941003

941003

941025

941027

941102

941104

941104

941104

941213

941221

941209

941214

940727

940727

940712

940726

940712

940726

940712

940713

940713

940714

940720

940721

940721

940721

中世上層

中世上層

中世上層

中世上層

中世上層

中世上層

中世上層

中世上層

中世上層

中世上層

中世上層

中世上層

中世上層

中世上層

中世上層

中世上層

中世上層

中世上層

中世中層

中世中層

中世中層

中世中層

中世中層

中世中層

中世上層

中世上層

中世上層

中世上層

中世下層

中世下層

中世下層

中世下層

中世下層

中世上層

中世上層

中世上層

中世上層

中世上層

中世上層

中世上層

中世上層

中世上層

中世上層

中世上層

中世上層

中世上層

中世上層
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自然科学的分析

表 1 分析試料一覧 (2)

試料番号 試料名 地区名 遺構名 出土地点 日付 時代

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

67

68

69

70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

80

81

82

88

84

85

86

87

88

89

90

91

92

93

94

骨

種子

種子

種子

炭化米

骨

種子

種子

種子

種子

炭化米

骨

昆虫 ?

貝 (カ キ ?)

種子

骨

炭化米

骨

果核 (柿 ?)

種子

種子

骨

種子

炭化米

炭化米

種子

炭化米

種子

炭化米

骨

骨

種子

骨

種子

種子

骨

貝 (サザエ ?

種子

炭化米

炭化米

種子

種子

炭化米

骨

種子

種子

骨

B2
B2
B2
B2
B2
B2
B2
B2
B2
B2
B2
B2
B2
B2
B2
B2
B2
B2
B2
B2
B2
B2
B2
B2
B2
B2
B2
B2
B2
B2
B2
B2
B2
B2
B2
B2
B2
B2
B2
B2
B2
B2
B2
B2
B2
B2
B2

S【 1353

SK1363

SK1400

SK1406

SK1406

SX1406

SK1413

SK1416

SK1585

SK1824

SK1824

SK1824

SK1824

SE1837

SK1913

SK1915

SK1916

SK1916

SE1343

SK1961

SK1961

SK1961

SK2000

SK2000

SK2034

SK2037

SK2037

SK2060

SK2060

SK2060

SK2060

SK2085

SK2085

SK2089

SK2305

SK2805

SK2678

SK 1254

SK1261

S【 1384

SD1906

SDl168~F

X227Y394

X227Y386

X224,225Y385

X216Y397

X216Y397

X216Y397

X217Y396

X217Y397

X217Y397

940722

940722

940726

940727

940727

940727

940728

940801

940826

941019

941019

941019

941019

941025

941028

941128

941129

941102

941102

941102

941107

941105

941105

941107

941107

941107

941107

941109

941128

941128

941220

940722

941026

940921

940922

940921

940921

940920

940920

中世上層

中世上層

中世上層

中世上層

中世上層

中世上層

中世上層

中世上層

中世上層

中世中層

中世中層

中世中層

中世中層

中世中層

中世中層

中世中層

中世上層

中世上層

中世上層

中世中層

中世中層

中世中層

中世中層

中世中層

中世中層

中世上層

中世上層

中世中層

中世中層

中世中層

中世中層

中世中層

中世中層

中世上層

中世上層

中世上層

中世下層

中世上層

中世上層

中世上層

中世中層

中世中層

中世中層

中世中層

中世中層

中世中層

中世中層
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Ⅵ 石名田木舟遺跡自然科学分析調査報告

表 1 分析試料一覧 (3)

試料番号 試料名 地区名 遺構名 出土地点 日付 時 代

95

96

97

98

99

100

101

102

103

104

105

106

107

108

109

H0
111

112

113

114

H5
116

H7
H8
H9
120

121

122

123

124

125

126

127

128

129

130

131

132

133

134

135

136

137

138

139

140

141

魚骨

種子

炭化米

骨

骨

貝

種子

炭化米

種子

種子

種子

種子

炭化米

骨

種子

種子

種子

種子

炭化米

骨

果核

種子

骨

種子

種子

炭化米

骨

魚骨

果核

種子

骨

果核

魚骨

種子

炭化米

種子

種子

種子

種子

骨

骨

魚骨

果核 (柿 ?

果核

種子

種子

種子

B2
B2
B2
B2
B2
B2
B2
B2
B2
B2
B2
B2
B2
B2
B2
B2
B2
B2
B2
B2
B2
B2
B2
B2
B2
B2
B2
B2
B2
B2
B2
B2
B2
B2
B2
B2
B2
B2
B2
B2
B2
B2
B2
B2
B2
B2
B2

SDl168~F

SD l168~F

SDl168T

SDl168T

X218Y397

X218Y397

X218Y397

X218Y397

X218Y397

X218Y397

X219Y394

X219Y394

X219Y395

X220Y381

X220Y390

X220Y394

X220Y394

X220Y394

X220Y395

X220Y395

X220Y396

X220Y397

X220Y397

X220Y397

X221Y394

X221Y394

X221Y394

X221Y395

X221Y396

X221Y396

X221Y396

X221Y396

X221Y397

X221Y397

X221Y397

X221Y398

X221Y398

X222Y395

X222Y395

X222Y396

X222Y397

X223Y377

X223Y378

X223Y378

X223Y385

X224Y376

X224Y395

X225Y368

X225Y377

X225Y379

X225Y394

下

盛土

940712

940922

940922

940922

940921

940922

940926

940926

940926

941201

940980

941003

940922

941003

940927

941003

940916

940921

940921

940921

941004

941004

940929

940930

940919

940920

941004

940920

940920

940921

940706

940706

940921

940921

940920

940921

941027

941027

941027

940929

941027

940616

941020

941027

940929

中世上層

中世中層

中世中層

中世中層

中世中層

中世中層

中世中層

中世中層

中世中層

中世下層

中世中層

中世中層

中世中層

中世中層

中世中層

中世中層

中世中層

中世中層

中世中層

中世中層

中世中層

中世中層

中世中層

中世中層

中世中層

中世中層

中世中層

中世中層

中世中層

中世中層

中世中層

中世上層

中世上層

中世中層

中世中層

中世中層

中世中層

中世中層

中世中層

中世中層

中世中層

中世中層

中世上層

中世上層

中世中層

中世中層

中世上層

ヱ孝び



自然科学的分析

表 1 分析試料一覧 (4)

試料番号 試料名 地区名 遺構名 出土地点 日付 時代

142

143

144

145

146

147

148

149

150

151

152

153

154

155

156

157

158

159

160

161

162

168

164

165

166

167

168

169

170

171

172

173

174

175

176

177

178

179

180

181

182

188

184

185

種子

骨

果核

種子

炭化米

花 ?

果核 (柿 ?)

骨

種子

種子

種子

種子

貝

人骨 ?

果核

果核

果核

果核

果核

果核

果核

果核

果核 (胡桃 )

果核 (胡桃 )

果核

果核

果核

果核

果核

果核

果核

果核

果核

果核

昆虫 ?

昆虫 ?

昆虫 ?

昆虫 ?

昆虫 ?

昆虫 ?

昆虫 ?

人骨 ?

馬の歯

馬の歯

B2
B2
B2
B2
B2
B2
B2
B2
B2
B2
B2
B2
B2
B2
F2
F2
F2
F2
F2
F2
F2
F2
F2
F2
F2
F2
F2
F2
F2
F2
F2
F2
F2
F2
F2
F3
F3
F3
F3
F3
F3
Cl
F3
F3

S13

S13

S14

SD6402

SD6406

SD6589

SD6590

SD6797

SK6415

SP6568

SP6597

SK6804

SD6406~F

SD7003

SD7003

SD7005

SD7030

SD7030

SD7003

SD3535・ 3691

SD7030

SD7180

X226Y395 Ⅱ e

X226Y395 Ⅱ e

X226Y396 Ⅱ e

X226Y396 Ⅱ e

X226Y896 Ⅱ e

X227Y394 Ⅱ e

X229Y379 11e

X229Y383 Ⅱ e

X229Y384 Ⅱe

X229Y385 11e

X229Y385 Ⅱ e

X230Y385 Ⅱ e

X223Y388

X226Y366盛 土

X100Y148

X100Y148

カマ ドNo,3

X103Y157

X91Yl14

X95Y149

X94Y144

X102Y142

X95Y150亜 c

X98Y151亜 c

X98Y151 Ⅲ c

X102Y148Ⅲ

X102Y148Ⅲ

X105Y155Ⅲ

X105Y156Ⅲ

X107Y141Ⅲ

X92Yl12

X70Y100

X75Y104

X90Y135

C

C

C

C

b

X86Y129

X69Y100

X218,220Y329

X69Yl14

No.

下

940920

940920

941005

941005

941005

941018

940929

941013

941014

941014

941014

941014

940601

941227

941227

950109

941212

941114

941215

941215

941227

941207

941215

941219

94122年

941203

941215

941227

941207

941207

941206

941207

941117

941114

940926

940920

940905

941014

940929

940926

931111

中世中層

中世中層

中世中層

中世中層

中世中層

中世中層

中世中層

中世中層

中世中層

中世中層

中世中層

中世中層

中世中層

中世上層

古代

古代

古代

近世

中世

古代

古代

古代

中世

古代

古代

古代

古代

古代

古代

古代

古代

古代

古代

古代

古代

中世

中世

中世

中世

中世

中世

中世

中世

中世

rィグ



Ⅵ石名田木舟遺跡自然科学分析調査報告

表 2 種共同定結果 (1)

種類      1  2  3  4  5  7  8  9 10 18 19 20 21 23 24 25
木本類

オニグルミ

ツノハシバミ
ハンノキ
ヨナラ重属
コナラ属

クリ

キイナゴ属
ウメ
モモ

サクラ属

ナシ

サンショウ

マタタビ属

トチノキ

ブ ドウ属

ノブドウ

ミズキ

クマノミズキ
カキ (種子)
カキ (が く)
クマヤナギ属
エゴノキ属

数

４７

多

一
　

９

８

　

一

3   28 一多数 多数 -   66   13

2

1

ガマズミ属       ―

草本類

ミクリ属
ヒルムンロ属

イネ

イネ科

ヒエ

ヒエ属

オオムギ
コムギ

ホタルイ属
カヤツリグサ科
カナムグラ

アサ
サナエタデ近似種
タデ属
ギシギシ属
ソバ

アカザ科一ヒュ科
ナデシヨ科
コウホネ
アブラナ科
マメ類

ツリフネソウ
エノキグサ
セリ科
エゴマ

ナス

トウガン

ヒョウタン類

20

4

5 38 26多 数

2-― ― -    3    -

-   13    6

―多数  8―多数  31多数1多数  50 18多 数

-     2     3

-多数  2
-   4   4
-    -    3

-多数  26
‐   29   11
-    1    1

-   32   22

-多数  3
-多数  17

-     5     -

-    5    1

-多数  26
-  1 2

-   37   28

-   22    9

-多数 多数
―多数 多数
―    -   29

．

４３

６

一

３

一

‐２

一

一

‥

１

一

９

一

‥

一

２８

３

一

．
数

５７

２

５

一
４８

一
一
３

一

一

一
２０

９

２
６

３０

１‐
７

３

多

　
　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

１

一
　

４

１

　

一　

　

一
　

１

３

　

一
　

１

　

一　
　

一　

　

一　

　

一　
　
一　
　

一　

　

一

- 3 - ―

―    ―    -    3

-多数  ―  ―

- 1  - 5

-   10    -    一

-5‐ ―

-   4   -    1
-    1    -    ―

1

4  18    -    ―

―  ―  ―多数

2   31

計         40 135 38 49多 数  2j

FイJ

―多数 多数

多数 多数



自然科学的分析

表 2 種実 同定結 果 (2)

種類 26   27 34   35 36   37   38

木本類

オニグルミ

ツノハシバ ミ
ハンノキ
ヨナラ亜属
ヨナラ属

クリ

キイチゴ属

ウメ

モモ

サクラ属

ナシ

サンショウ

マタタピ属

トチノキ

ブ ドウ属

ノブ ドウ

ミズキ

クマノミズキ

カキ (種子 )

カキ (が く)

クマヤナギ属
エゴノキ属

ガマズミ属

5

3

2   76 4

2

10

４

　

一　
　
一　
　

一　

　

一

13

14 10 14 多数

草本頚

ミクリ属

ヒルムシロ属

イネ

イネ科
ヒエ

ヒエ属

オオムギ
ョムギ

ホタルイ属

カヤツリグサ科

カナムグラ

アサ

サナエタデ近似種

タデ属

ギシギシ属

ソバ

アカザ科一ヒユ科

ナデシヨ科
ヨウホネ

アブラナ科
マメ類

ツリフネソウ

エノキグサ

セリ科
エゴマ

ナス

トウガン

ヒョウタン類

メロン類

多数 多数 多数

2     -     6 14

多数 多数

7     -

11  -

3    -

-   11 7

2

1

1

4

多数

9 11

1

1

1

4 1

1

2

1多数

1

27

16

6

多数‐多数 - 25多数
1

12

合 計 多数 多数 多数 13 45多数 21多数 多数 多数

昆虫

―    -   18

′つ

不 明



Ⅵ石名田木舟遺跡自然科学分析調査報告

表 2 種実同定結果 (3)

種類 49   50   51   52   54   55   56   57   58   62   64 67   68   70   71

木本類

オニグル ミ

ツノハシバ ミ
ハンノキ
ヨナラ亜属
コナラ属

クリ

キイチゴ属

ウメ

モモ

サクラ属

ナシ

サンショウ

マタタビ属

トチノキ

ブ ドウ属

ノブ ドウ

ミズキ

クマノミズキ

カキ (種子 )

カキ (が く)

クマヤナギ属
エゴノキ属

ガマズミ属

1

1

8   43

1

11

1

1

2

1

1

5

車本類

ミクリ属

ヒルムシロ属

イネ

イネ科

ヒエ

ヒエ属

オオムギ
コムギ

ホタルイ属

カヤツリグサ科

カナムグラ

アサ

サナエタデ近似種

タデ属

ギシギシ属

ソバ

アカザ科―ヒユ科

ナデシヨ科
ヨウホネ

アプラナ科

マメ類

ツリフネソウ
エノキグサ

セリ科
エゴマ

ナス

トウガン

ヒョウタン類

―多数 多数  12

-   65    -    1

21多数  3 14
-多数  -  4

8多数  21多数

4--6
-  ―  ―多数
―  ―多数  ―

15  -  -  2
7-― ―

59多数  7多 数

2  -  3  -
1    1    2    -

15 2

1

多数 多数 2

2

一  - 13

-  ―多数
―    -    2

1    -   11

1    -   28
-   22    3

多数 5多数

1

7

1  1  -  5
-  1  - 31

40

1

3

2

―  ―  ―  ―  - 15  -  ―  ―  ―  ―  ―  ―  ―  ―  ―
メロン類        3多 数 35  -  7  9  -多数  …  1 11  - 5ユ  ー 88  -
合 計          39多 数 多数 多数 59 79多数 多数 多数 多数 多数  0 229多数 155多叛
不明           1  - 15  -  2  -  ―  ―  ―  ―  -  1  -  3  -  一

昆虫           ―  -  1  -  ―  ―  ―  ―  ―  一  ―  ―  ―  ―  _  _

F50



自然科学的分析

表 2 種実 同定結 果 (4)

種類 72   73   74 76   79 86   87

木本類

オニグルミ

ツノハシバ ミ

ハンノキ
ヨナラ亜属
ヨナラ属

クリ

キイチゴ属

ウメ

モモ

サクラ属

ナシ

サンショウ

マタタビ属

トチノキ

ブ ドウ属

ノブ ドウ

ミズキ

クマノミズキ

カキ (種子 )

カキ (が く)

クマヤナギ属
エゴノキ属

ガマズミ属

2ユ    ー

9     -

18

3

6 4 13 5 一多数 13   43

車本類

ミクリ属

ヒルムシロ属

イネ

イネ科

ヒエ

ヒエ属

オオムギ
コムギ

ホタルイ属

カヤツリグサ科

カナムグラ

アサ

サナエタデ近似種

タデ属

ギシギシ属

ソ″ヾ

アカザ科―ヒユ科

ナデシコ科
コウホネ

アブラナ科

マメ類

ツリフネソウ

エノキグサ

セリ科
エゴマ

ナス

トウガン

ヒョウタン類

多数 2多数  一
―      -     1

2   21    -

―      -     1

-     1     -

-     1     -

多数 多数 29多数

ユ     ー

ー     1

多数  一

2

59

5

1

多数

25

10

5   45

-3-3
-    2    -   14

-    一    -   45

-    ―    -   12

18--3
-― -8
49    -    1   27

8--3
9--5

メロン類        -  7  -多 数  -  1  1  6 13  -  ―  ―多数  ―多数 多数
合 計        多数  28多数 多数 多数  38多数  38 20多 数 多数  72多 数 多数 多数 多数
不明           -  3  3 12  -  6  -  2  -  -  1  -  1  -  3  -

rjF



Ⅵ石名田木舟遺跡自然科学分析調査報告

表 2 種実同定結果 (5)

種養買     96 97 101 102 103 104 105 106 107 109 H0 1H H2 113 115 116
木本類

オニグルミ

ツノハシバ ミ
ハンノキ
ヨナラ亜属
コナラ属

クリ

キイチゴ属

ウメ

モモ

サクラ属

ナシ

サンショウ

マタタビ属

トチノキ

ブドウ属

ノブ ドウ

ミズキ

クマノミズキ

カキ (種子 )

カキ (が く)

クマヤナギ属
エゴノキ属

ガマズミ属

22 12

G

27   42 4多数

1

1

草本類

ミクリ属
ヒルムシロ属

イネ

イネ科

ヒエ

ヒエ属

オオムギ
コムギ

ホタルイ属

カヤツリグサ科

カナムグラ

アサ

サナエタデ近似種

タデ属

ギシギシ属
ソバ

アカザ科―ヒユ科
ナデシヨ科
ヨウホネ

アブラナ科
マメ類

ツリフネソウ

エノキグサ

セリ科
エゴマ

ナス

トウガン

ヒョウタン類

9 セ多蟄文  47   2

-     2     -

1多数  1

15

2

1多数 多数 多数  41 28多 数

―    ―    -   16    1    4    -

19  -多数 多数  24多数  ―
4-― -31-
4--1-― ―

18  - 24 49多 数 多数  1
4  -  4 13 23多 数  ―

―  ―  ―  ―  ―多数  ―
一  ―  ト  ー  ー  1  _
4    1    4   5    8  23   -

5--825-

ユ     ー

1     -

31多数

1    -

8     -

2     -

多数  1
多数  1

17   -

3

7

2

9 2

1     9

9 54 22多 数 多数 多数 11多数
5     -

1  -  
―   ―

  ―

- 25  -  ―  ―
多数  17  -  一  ―
4  40    -    ―    一

13-― …

110-一 ―

2

1

3    -     3

メロン類       多数  ―多数  ―多数  6  6 14  - 61多 数 多数 多数  ―  -  5
合 計        多数 多数 多数 多数 多数  50 81 143多 数 多数 多数 多数 多数 多数  1 100
不明           -  2  -  2  1  2  5  2  3 13  -  6 12  -  ―  ―
昆虫           ―  ―  ―  ―  一  ―  一  ―  _

′j2



自然科学的分析

表 2 種実 同定結 果 (6)

種焚責     H8 119 120 123 124 126 128 129 180 131 132 133 137 138 139 140
木本類

オニグルミ

ツノハシバ ミ
ハンノキ
ヨナラ亜属
ヨナラ属

クリ

キイチゴ属

ウメ

モモ

サクラ属

ナシ

サンショウ

マタタビ属

トチノキ

ブ ドウ属

ノブ ドウ

ミズキ

クマノミズキ

カキ (種子 )

カキ (が く)

クマヤナギ属
エゴノキ属

ガマズミ属

l

19 2

16

13

6   16  23

草本類

ミクリ属

ヒルムシロ属

イネ

イネ科
ヒエ

ヒエ属

オオムギ
コムギ

ホタルイ属

カヤツリグサ科

カナムグラ

アサ

サナエタデ近似種

タデ属

ギシギシ属

ソバ

アカザ科一ヒユ科
ナデシヨ科
ヨウホネ

アブラナ科
マメ類

ツリフネソウ
エノキグサ

セリ科
エゴマ

ナス

トウガン

ヒョウタン類

-  3 -  ―  ―

多数 多数 多数  ―多数

6   10   17   -    1

多数 多数 多数  ―多数
-2-― ―

― 一 -11-

―多数 多数 多数  63  -

-14-232
-多数  ―多数 多数  ―

2     -

10     -

64多数
-    4

-    6

-     3

24   40

1     6

25

2

2

17

12

1

2多数  6
-   19    3

2    2    -

3

2

-    2    1

52 61多数

-   10    4

28多数 多数
- 70 16
-   15     5

―多数

-     6

-    8

―多数 多数
―   -  1

-     -     1

-    -    2

-     -     6

2     1

18多数 多数 ―多数 2     -    2 43

全_          多数 多数 多数 多数 多数 多数 多数

―多

多数

不 明

昆虫

―     -     6
8多数

―    -    1    8
141  103 51多数

′J9



Ⅵ 石名田木舟遺跡自然科学分析調査報告

表 2 種実 同定結 果 (7)

種類 141  142  144  145  146  147  148  150  151  152  153  156  157  158  159  160

木本類

オニグルミ

ツノハシバ ミ
ハンノキ
ヨナラ亜属
ヨナラ属

クリ

キイチゴ属

ウメ

モモ

サクラ属

ナシ

サンショウ

マタタビ属

トチノキ

ブ ドウ属

ノブ ドウ

ミズキ

クマノミズキ

カキ (種子 )

カキ (が く)

クマヤナギ属
エゴノキ属

ガマズミ属

-   42

-   10

-     1

33   10

-   54

2 3 21

15 2

2 6

1

■4 10

6

4

4

草本類
ミクリ属

ヒルムシロ属

イネ

イネ科

ヒエ

ヒエ属

オオムギ
コムギ

ホタルイ属

カヤツリグサ科

カナムグラ

アサ

サナエタデ近似種

タデ属

ギシギシ属

ソバ

アカザ科―ヒユ科

ナデシヨ科
コウホネ

アブラナ科

マメ類

ツリフネソウ
エノキグサ

セリ科
エゴマ

ナス

トウガン

ヒョウタン類

メロン類

2

2

15 87

9

50

多数

28

1

1

29

8

1

―多数

-   34

多数

3

2

5

11

10

6

3

1

28 8

1

2

多数 多数 13 17 6

1

2

2

12

-     1

-   28

-多数

2

合 計 32 86 33多 数 多数 1多数  26多数 154

F54

不 明

昆虫



自然科学的分析

表 2 種実 同定結果 (8)

種類 161  162  163  164  165  166  167  168  169  170  171  172  173  174  175  179

木本類

オニグルミ

ツノハシバ ミ

ハンノキ
ヨナラ亜属
ヨナラ属

クリ

キイナゴ属

ウメ

モモ

サクラ属

ナシ

サンショウ

マタタビ属

トチノキ

ブ ドウ属

ノブ ドウ

ミズキ

クマノミズキ

カキ (種子 )

カキ (が く)

クマヤナギ属
エゴノキ属

ガマズミ属

1 1 2     3     1 -    2

2

車本類

ミクリ属

ヒルムシロ属

イネ

イネ科

ヒエ

ヒエ属

オオムギ

コムギ

ホタルイ属

カヤツリグサ科

カナムグラ

アサ

サナエタデ近似種

タデ属

ギシギシ属

ソバ

アカザ科一ヒユ科

ナデシコ科
コウホネ

アブラナ科
マメ類

ツリフネソウ

エノキグサ

セリ科
エゴマ

ナス

トウガン

ヒョウタン類

メロン類

合  計 10

不 明

昆虫

′jj



日 対 鹸 田 排 準 商 事 匹 沸 学 報 ゆ 導 謎 瞬 韓 呻

○

〇 〇 〇

〇

〇 　 〇 〇 　 〇 〇 〇

〇 〇

〇 〇 O
O

Ｏ 　 Ｏ 　 Ｏ 　 　 Ｏ 　 Ｏ 　 Ｏ Ｏ

Ｏ 　 Ｏ 　 Ｏ Ｏ 　 　 Ｏ 〇 〇 〇 　 〇 　 　 〇 　 〇 　 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

Ｏ 　 　 　 Ｏ 　 Ｏ Ｏ 　 　 Ｏ Ｏ 　 Ｏ

〇 　 〇 　 　 　 〇 〇 　 　 　 〇

Ｏ 　 Ｏ Ｏ 　 Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ
Ｏ

○ O O O 
 O
O

表
3 
遺
構
別
。
時
代
別
の
種
実
種
類
構
成
(1
)

種
  
類

SD
70
3 
SD
7m
5 
働
64
06
 S
D1
09
8 
SD
l1
35
 S
Dl
13
9 
SD
l1
68
 S
Dl
16
8下
SD
CA
58
9 
SD
65
90
 S
D1
3硲
 S
D6
79
7 
SD
17
01
 S
Dl
"6
 S
D1
91
7 
SD
19
53
 S
D1
98
5 
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自然科学的分析

の跡が筋状に残る。

・クリ (働stan"cFe42物 Sieb.ct Zicc.) ブナ科クリ属

果皮の破片が検出された。大きさは1.5cm程度で,約半分が破損 している。種皮は薄 くて堅く,表

面には光沢がある。座についていた部分は,ざらつく。

・キイチⅢ到民 (R口 blls sp。 ) バラ科

種子が検出された。褐色。大きさは, 211m程度。半月形で,一端に「へそ」が存在する。表面全体

は,荒い不規則な網目模様でおおわれる。

・ウメ (Pmavsttvmc(Sicb.)Sieb.ct Zicc.)バ ラ科サクラ属

核が検出された。掲色,核の形は楕円形で偏平である。大きさは1.5cm程度。九 く大きな膳点があ

り,へ こむ。側面の一方には縫合線が発達する。表面に不規則なくぼみが,配列する。

・モモ (乃ИwtticaBatsch) バラ科サクラ属

核 (内果皮)が検出された。褐色～黒褐色で,大きさは 3 cm程度。核の形は精円形で,やや偏平で

ある。基部は九く,大きな勝点があリヘこんでおり,先端部はやや尖る。一方の側面にのみ,縫合線

が顕著に見られる。表面は,不規則な線状のくぼみがあり,全保としてあらいしわ状に見える。

・サクラ属 (身Шtt sp.)バ ラ科

核 (内果皮)が検出された。黒掲色。大きさは 8 Hun程度。核の形は楕円形で,偏平である。下端に

は,丸 く大きな膳点があり,上端は九い。一方の側面にのみ,縫合線が顕著に見られる。表面は平滑

である。

。ナシ (P/rysP/ruifOFui2(Bllman i)Nakai)バ ラ科 ナシ属

種子が検出された。滴形で,大きさは 7 mll程度。黒色で表面は薄くて堅く,光沢がある。

・サ ン シ ョウ 弦筋 れox/FИ盟ェ叩 餌 tLIm DC。 ) ミカ ン科 サ ンシ ョウ属

果実が検出された。黒褐色,楕円形で大きさは4剛程度。表面には,浅い不規則な網目模様がみら

れる。

・マタタビ属 (Ac加′前a sp。) マタタビ科
種子が検出された。黒色。側面観は長楕円形。大きさは2 4ul程度。表面は硬質で光沢があり,丸い

へこみが不規則に配列しているように見える。網目は,基部の付近で細かく縦長になる。

・トチノキ (AcscvFus倣例ねβtt Blume。) トチノキ科 トチノキ属

種皮が検出された。大きさは2.5cm程度。不定形で,種皮は薄く堅い。表面には黒く艶のある部分

と,黒掲色でざらつく部分とがある。

・ブドウ属 (Иtt sp.) ブドウ科

種子が検出された。黒色。大きさは 4 11Hl程度。心臓形。腹面には中央に縦筋がたり,その両脇には

楕円形に深くくぼんだ穴が存在する。背面には中央に「さじ」状の「へそ」力Sあ り,「へそ」回りは

くぼんでいる。

。ノブ ドウ (AmpeFoPs」 iS br9甲 eJvncvFa修 (Maxim。 )Trautv.) ブ ドウ科 ノブ ドウ属

種子が検出された。黒色,ほぼ球形で大きさは 4 HHl程度。背面には,「さじ状」の「へそ」がある。

種皮は厚 く硬い。

・ミズキ (Comps側朗Юycrsa Hcmsley)ミ ズキ科ミズキ属

核が検出された。褐色で大きさは 4 mll程度。縦方向にややつぶれた球形。基部に大きな膀がある。

縦方向に走る深い溝がみられる。

′どテI″
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・ クマ ノ ミズキ (attIIs胆 ,CrOPIEFrFa Wallich) ミズ キ科 ミズ キ属

核が検出された。灰褐色で大きさは4 1mll程度。縦方向にややつぶれた球形。下端に膳がある。縦方

向に走る浅い溝がみられる。

・ カキ (Dli9sPJTos胞 臆 Thunbi) カキノキ科 カキノキ属

種子とがくが検出された。種子は黒色で,大きさは1.5cm程度。半月形で偏平。一端にへそがあ―る。

種皮は薄く,やや竪い。がくは黒褐色で,1.5clll程 度。中央におおきな窪みがあり, 4裂するが,先

端部はいずれも摩耗している。

・クマヤナギ属 (Berchttasp.) クロウメモドキ科

核が検出された。大きさは4 11ul程度。淡褐色で堅く,表面はざらつく。縦方向に三分する深い溝が

ある。表面は薄くて堅く,やや光沢がある。

・エゴノキ属 (StyFaX Sp.)エ ゴノキ科

核が検出された。灰黒色。側面観は楕円形,上面観は円形。長さl cal程度。下端に大きな「へそ」

があり,表面に3本の浅い溝がある.。 核は厚く硬い。
・ガマズミ属 (И加幽ltt sp.) スイカズラ科

種子が検出された。黒色,円盤状で,偏平。大きさは 5111111程度。一端が突出する。種皮は堅くてや

や光沢があり,若千の凹凸がある。

・ミクリ属 (砂猟即誠m sp。) ミクリ科
果実が検出された。大きさは4m程度。側面観は紡錘形で,上面観は多角形状である。表面はざら
つく。やや堅くて弾力があり,数本の筋が走る。先端部が鋭くとがつていたと思われるが,久損して

いる。

・ヒルムシロ属 (Po妨40ger04 sp.) ヒルムシロ科

果実が検出された。褐色,広卵形で,大きさ4 dull程度。背部に,,月 さヽな翼状の突起が2つある。背

面の皮は,はずれやすい。

・イネ (04/Za sa√7a L.) イネ科イネ属

炭化した胚乳が検出された。大きさ4 alm程度。楕円形であるが,胚の痕跡部分が欠けたように見え

る。表面には,数本の筋がみられる。

・イネ科 (GFminCac)

呆実が検出された。大きさは 3 aun程度。側面観は紡錘形で,表面はざらつく。やや堅くて弾力があ

り,数本の筋が走る。

・ ヒエ (】【江 nο初
"田
時 解

"Beauv.),ヒ
エ属 (丘崩ねochroa sp.) イネ科

炭化し.た穎と,炭化していない穎が検出された。楕円形で,大きさは戻化したものが 2 11ull,炭化し

ていないものが l mm程度。汎化していないものに比べて,炭化しているもののほうが丸みを帯び,膨

らんでいる。アワ・ヒエ 。キビなど雑穀類の種実は,同定が難しく,これらの識別に関しては,穎表

面の観察が必要になる。そこで,試料を無作為に抽出して,ス ンプ法にてレプリカを作成し,光学顕

微鏡で観察した。その結果,長細胞は縦より幅が広く,側枝が長く波打っていることから,既存の成

果 (松谷,1980:Watanabe,1970)を 考慮してヒエとした。なお,炭化したものは,大型であること

からヒエとして,炭化していない河ヽ型のものは,イ ヌビエなど野と種の可能性があることから,ヒエ

属とした。

・オオムギ (IroFJCと m yargare L.) イネ科オオムギ属

′ω



自然科学的分析

胚乳が検出された。炭化しており,大きさは 6 1Hl程度。紡錘形で先端部は尖り,基部は丸い。片側

には1本の深い溝があり,その反対側の基部には胚の痕跡があり,ま るくくぼむ。

・ コ ム ギ (師施 LEn aCS″ ylvm L。 ) イ ネ 科 コ ム ギ 属

胚乳が検出された。炭化しており,大きさは 4 11Hl程度。楕円形で全体的に九みを帯びている。片側

には1本の深い溝があり,その反対側胚の痕跡がある。

・ホタルイ属 (Sθtp口s sp.) カヤツリグサ科

果実が検出された。黒色。堅く光沢がある。大きさは 2 Hlm程度。偏平で背面が高く,稜になってい

る。腹面は平らである。片凸レンズ状の広倒卵形。先端部はとがり,基部はせばまって,「へそ」が

ある。表面には細かい凹凸があり,横軸方向に平行な横しわがあるように見える。

・カヤツリグサ科 (Cypcttcac)

果実が検出された。褐色で楕円形,片凸レンズ状の広倒卵形で,褐色。大きさは 2 mlll程度。表面は

薄くて柔らかく,弾力がある。先端がやや尖る。                .
・ カ ナ ム グ ラ (IrIImvじ s“孤 Jcns(Lollr.)Merill) ク ワ 科 カ ラ ハ ナ ソ ウ 属

種子が検出された。黒色で凸レンズ状,大きさは 3 111Hl程度。表面は果皮に覆われ,「 しわ」状にな

っている。

・アサ (働側αtts認″瑠 L。) クワ科アサ属

種子が検出された。灰褐色で楕円形。大きさは31un程度。縦に全周する稜があり,下端におおきな

「へそ」がある。表面は薄くて堅く,ややざらつく。

・ サ ナ エ タ デ 近 似 種 (Pof/g9呵 阿 ′響 随 創

'IIm L.)タ

デ 科 タ デ 属

果実が検出された。黒褐色で,大きさは 2 alll程度。偏平な円形で,両側面は少しくぼむ。基部には,

先端部が鉗状に曲がった花被の脈が残存する。果皮は平滑で光沢があり,薄 く堅い。

・タデ属 (PoFygonvm sp.) タデ科

果実が検出された。大きさは 21111程度。 3陵形で表面は薄くて堅く,光沢がある。

・ギシギシ属 (Rvmcx sp.) タデ科

果実が検出された。花被に包まれた個体は,大きさ4剛程度。外花被は小さいが,内花被は大きく

薄い翼状になる。内花被の中筋は,こぶ状にふくれる。

・ ソ バ (FagoP/FVm CSCvFcnttl Mocnch) タ デ 科 ソ バ 属

戊化した果実が検出された。 3稜があり,大きさは 5 Hm程度。果皮は菱形に近く,こ れが 3枚組合

わさっている。果皮は薄く,やや光沢がある。

・ ア カ ザ 科 一 ヒ ユ 科 (ChenopOdiaceae一 Am服 瀬 施 cac)

種子が検出された。黒色。側面観は円形で,上面観は凸レンズ形を呈している。大きさは 1剛程度。

側面に「へそ」がある。表面は,細胞が亀甲状に配列している構造がみられる。

・ナデシコ科 (Caryophymac)

種子が検出された。黒色で,大きさは l nlm程度。表面には,荒い突起が密に配列している。

・コオホネ (Nvphar」i2ponんと阿 DC。 ) スイレン科コオホネ属
種子が検出された。掲色で大きさは 6 HHl程度。卵型で,表面は堅くて厚く,光沢がある。先端部に,

まるい小さな「へそ」がある。

・アブラナ科 (Curuci働冊 )

種子が検出された。球形で大きさ1剛程度。表面は薄くて堅く,浅い不規則な網目模様がみられる。
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Ⅵ石名田木舟遺跡自然科学分析調査報告

・マメ類 (Lcttminosae)

え化 した種子が検出された。大 きさは 4 11ull程度。偏平な楕円形で,側面に縦長の「へそ」が存在す

る。

・ ツ リフネソウ (rmp肪腕 鶯 Tex女ガ Mlq.) ツ リフネツウ科 ツ リフネツウ属

種子が検出された。黒色で,大きさは 511111程度。楕円形で,先端部がやや突出し,円形の大きな

「へそ」がある。表面は薄くて竪く,不規則で短い線状の隆起がある。

・ エ ノ キ グ サ (AcarFrE2別説 電 胎 L.) トウ ダ イ グ サ 科 エ ノ キ グ サ 属

種子が検出された。卵型で,大きさは l llull程度。先端部はやや尖る。表面は薄くて堅く,細かな窪

みが配列し, ざらつく。

・セリ科 (1/mb】 r推麗c)

果実が検出された。半球状で淡褐色。大きさは 2 1ull程度。球面側では,数本の縦方向に大きく裂け

た溝があり,内部が露出している。果実が分離した面では,中央に縦軸方向に延びた紡錘形のくぼみ

があり,内部が露出している。

・エ ゴマ (盈虜I】別拘 Fescens(L)Bri悦.var.角rcsccI10 シソ科 シソ属

果実が検出された。黒褐色。大きさは 2 1ull程度。いびつな球形で,先端に「へそ」が見られる。表

面全体には,荒い亀甲状の網目模様がある。

・ナス (S研盟剛 meFongcn2 L.) ナス科

種子が検出された。腎臓形で,側面のくびれた部分に「へそ」があり,表面には「へそ」中心とし

て同心円状に網目模様が発達する。大きさは 3111111程度。褐色。表面は柔らかい。網目模様はやや細か

く,畝は波うっている。

・ヒョウタン類 (LagenarJi12 sp.) ウリ科ユウガオ属

種子が検出された。大きさは1.5cm程度。褐色で肉厚。縁は肉厚で,盛 り上がっている。表面は厚

く,柔らかくて弾力があり,ざらつく。
。メ ロ ン類 (C口例町 ね

“

eFo L.) ウ リ科 キ ュ ウ リ属

種子が検出された。大きさは 7 Hllll程度。側面観は楕円形,上面観はやや偏平な楕円形。表面は比較

的平滑。

・ トウガ ン (B釦ぬεtta五甲′肋 Cogn.) ウ リ科 トウガ ン属

種子が検出された。種子は褐色。長さ1211111程度。長楕円形をしており,種皮は厚くやや堅い。上端

に明瞭なへそがある。縁に段差があり,薄 くなっている。

(4)考察

今回検出された種実をみると,栽培のため渡来したものを除けば,1可畔・渓谷や林縁部に生育する

ものが多い。本遺跡の後背には山地が迫っていることから,これらは山地と低地との境界付近の植生

を反映しているものと考えられる。その種類構成は,オニグルミ,ツ ノハシバミ,ハ ンノキ,ナラ類 ,

クリ,サクラ属,マ タタビ属, トチノキ,ブ ドウ属,ノ ブドウ, ミズキ,クマノミズキ,ク マヤナギ

属,エゴノキ属,ガマズミ属などである。これらの中の大部分は,食用など有用な種類が多く,オニ

グルミ,ツ ノハンバミ,キイチゴ属,ナラ類,ク リ,サクラ属,マ タタビ属, トチノキ,ブ ドウ属 ,

ガマズミ属が可食植物である。この中で,特にナラ類はえ化した子葉が検出されていることから,貯

蔵してあるものが炭化し,遺跡内に残存したと考えられる。その他の種実には人為的な痕跡は認めら

れないが,周囲の山野から採取・利用された可能性は高い。
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自然科学的分析

草本類をみると,人里など開けた草地に生育するもの (イ ネ科,ヒエ属,カ ナムグラ,ギシギシ属,

アカザ科一ヒユ科,ナデシヨ科,アブラナ科,エノキグサ,セ リ科等)や,沼沢地などに生育する水

生植物 (ミ クリ属,ヒ ルムシロ属,コ ウホネ,ツ リフネソウなど)が検出される。遺跡周辺には,こ

のような開けた車地や湿地が存在していたものと思われる。また本遺跡では,水田や畑で栽培される

栽培植物も多く検出されており,これらの一部は田畑の雑車となっていた可能性もある。

栽培種ならびに栽培のために渡来した種類は,ウ メ,モモ,ナシ,カ キ,イ ネ,ヒ エ,オオムギ,

コムギ,アサ,ソバ,マメ類,エ ゴマ,ナス, トウガン,ヒ ョウタン類,メ ロン類である。これらは

当時栽培され,食糧などに利用されていたものと考えられる。中世の遺跡では,井戸などの遺構から

多くの栽培植物が検出される傾向がある。その例として,広島県の車戸千軒遺跡 (パ リノ・サーヴェ

イ株式会社,1995a,1995b)や 奈良県の箸尾遺跡 (金原,1994),東京都の葛西城 (橋本,1993)な

どがある。また県内でも,梅原胡摩堂遺跡等で,多種類の栽培植物が検出されている (パ リノ・サー

ヴェイ株式会社,1996)。 今回の結果を時代別にみると,検出個体数の差が大きいので単純には比較

できないが,中世になると栽培植物の種類数が急増するようである。これは,上述した遺跡でも認め

られた傾向である。

遺構の性格等を十分把握していないが,今回調査した種実は,遺構毎に若干の傾向がみられる。全

体的にイネの検出が非常に多く,ほ とんどの遺構から検出されており,多量に認められる遺構も多い。

イネが多量に認められる遺構 (た とえばS K2000,S K2089,S D l168,S E 1345,S K1406な ど)

では,穎が付いていない玄米のような状態で検出されているものが多いが,中にはS K1916な ど穎が

ついた籾の状態で検出されている遺構もある。なお籾付きは,遺構外から出土したもの (た とえば

試料番号120)で,多量にみられる。種類数でみると, S D l168, S D 1701, S K 1353, S K 1406,

S K1416, S K1824, S K 1916, S K1961, S K2000, S K2060な どが比較的多い。同定された種類

数の多い遺構では,栽培植物の種類が他の遺構よりも多いようにみえるが,自然植生に由来する種類

も多い。これらは,周辺に生育していた植生から種実を取り込みやすいような堆積環境 (た とえば,

堆積期間が長い,周囲からの流れ込みが多いなど)に あったと考えられる。逆に,S K2034,SK
1261や S K 1384で はイネのみが検出され,他はほとんど見られない。これは,イ ネだけを人為的に埋

めたなどの理由が考えられるが,遺構の性格などもふまえながら今後検討してみたい。

2.骨・貝同定

(1)試料

試料は,中世下層～上層の溝・土坑 。遺物包含層などから出土した,骨・貝類49点である。一部を

除き,一試料に多数の骨片が入つていた。焼けて微細な魚骨や獣骨が目立つことから,中世～近世頃

の食糧残澄とみられるが,なかには試料番号183の ように焼けた人骨と思われるものもある。試料の

詳細は,結果とともに表 4に示す。

(2)方法

肉眼およびルーペにて試料を観察し,種類・部位等を同定した。なお,同定は早稲田大学金子浩昌

先生にお願いした。

(3)結果

同定結果は,表 4に示した。なお,表中で破片としたものの多くは,炊けた魚骨か鳥獣骨の細片で

ある。
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Ⅵ石名田脚 自然科学分析調査報告

表 4 骨 貝類1同定結果 (1)
試料番号 翻 名 IL塵 離 出土地点 日付 傭考 種 名 部 位 点数

魚骨 B2 】D咀168 X2201397 多40711 中世上層
罵鷺
―

破片 1

マダイ 曙椎骨 1

骨 B2 SDl163 いB区間| }40713 中世上層

獣類 破片 1

識 破片 7

タイ類 歯骨 7

タイ類 顎骨 2

タイ類 脊椎骨 3

タイ類 第i腹椎骨 1

とラメ 顎骨 と

ヒラメ 権体骨 2

フグ類 鎮骨 破片 1

サ ケ 脊椎持 ユ

中型魚 脊粕骨 6

小型魚 脊権骨

魚類 緒棘 3

,官       〔       (9       【

"i l

鰭棘 逓位部 1

魚類 破片

繭 鰊 他 劾

12 骨 B2 競 168 〕・D区間 )40720 中世上層

タイ類 歯脅

タイ類 顎骨 5

タイ類 肩甲骨 1

タイ類 脊維骨 6

タイ類 臀鰭血管間棘 1

スズキ 歯骨 L 1

イワシ 脊椎骨

タラ 基後頭骨 1

フグ類 ? 不明 1

カレイ類 脊雑脅

魚類 破片 勢

13 骨 B2 】誠168 )408 申世上層

議 破片 4

タイ類 歯骨 多数

タイ類 顎骨 祓片 1

タイ類 椎体骨 3

タイ類 離 骨 l

マダイ 歯骨 破片 1

アジ 権体骨 1

イフシ 椎体脅

チ`バ 椎体脅 1

タラ 顎骨 1

フグ類 顎骨

サケ 椎体告 1

カレイ類 椎体骨

ヒラメ・カレイ頬 角脅 1

魚類 紳 骨 多数

魚類 破片 多数

魚骨 SD1168 D・ E区間 ,40728 中世上層 魚類 IB4 a

lδ 骨 B2 SDl168 A・ B区間 )407■ 3 中世上層 ヂネズミ 下顎骨 L 1

貝 B2 SD1168 D,E区間 )40714 中世上層 ベラ類 (コブダイ) 咽頭脅 麹
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表 4 骨 。貝類同足緒果 (2
試料番暑 試料名 地膵 遺構 出土地点 日付 備考 種  名 部 位 点数

骨 SD1701 X229Y397 941003 中世中層

鳥類 破 片 3

タイ類 顎骨 1

タイ類 脊椎骨 1

サケ類 脊椎骨 4

カサゴ類 前上顎骨 L 1

カレイ類 脊椎骨

魚類 脊椎骨

魚類 破片 多数

骨 SD1985 X228Y386 941104 中世上層
魚類 椎骨

魚類 破片 多数

獣骨 ? SD2515 X226Y386 941209 中世下層 ニフトリ/キ ジ類 上腕骨 R 1

母 SD2515 X223-225Y386 941214 中世下層
鳥骨 破 方 2

タ ラ 腹椎骨 1

魚骨 SK1233 940726 中世上層

ア ジ 尾椎骨 2

フグ類 顎骨

魚類 破 片 多数

骨 SK1233 940712 中世上層

タ ラ 前上顎骨 L 1

魚類 椎体骨 破片 6

魚類 破庁 多数

骨 SK1261 940713 中世上層

ア ジ 椎体骨 1

ア ジ 鱗 1

魚類 椎体骨 3

魚類 破片 多数

骨 SK1353 )40722 中世上層 魚類 破片 多数

骨 SK1406 )40727 中世上層 魚類 破片 多数

骨 SK1824 41019 中世中層
魚類 椎骨 ユ

魚類 破片 多数

貝 (カ キ ?) SE1837 〕41025 中世中層 マダイ 歯骨 L 1

骨 SK1915 X227Y394 〕41128 中世中層

ア ジ 腹椎骨 1

フグ類 方骨 1

魚骨 破片 3

骨 SK1916 中世上層

鳥類 破 片 2

イフシ 脊稚骨 2

タラ類 顎骨 2

サケ類 脊椎骨 l

カレイ類 脊椎骨 4

魚類 破片 多数

骨 SK1961 941102 中世中層 魚類 破片 多数

骨 SK2060 941107 中世中層

タイ類 歯骨 1

タイ類 椎体骨 2

ア ジ 維体骨 5

ア ジ 麟 5

魚類 破片 多数

骨 SK2060 941107 中世中層 フグ類 顎骨 破片 l

骨 SK2085 中世中層

カツオ類 尾椎骨 1

タラ 顎骨 1

カレイ類 椎体骨 1

魚類 破片 多数
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表 4 骨・ 貝類同 ①

試料番号
―
講 名 地区 遺構 出土地点 日付 備考 種 お 都 位 点数

83 骨 B2 SK2305 9411128 中世止層

顧 破片 1

タイ類 舌顎骨 2

タイ1類 歯骨 2

ア ジ 陥体骨 1

ア ジ 麟 1

イフシ 維体骨 3

タラ 顎骨

ナケ 椎体骨

ヒラメ 脊椎骨

フガ類 顎骨 1

フダ類 額骨 破片 1

魚類 前上顎骨 破片 1

籟 椎体骨

魚類 鰭棘 逓位部 多数

魚類 鰭線その他破片 勢

84 員(サザエ?) B2 SK2678 )41220 中世下層 アカニシ 賊片

母 B2 X216Y397 me )40921 中世中層

タイ類 歯骨 1

カンオ類 尾椎骨 5

顧 破片 1多数

骨 B2 X217Y397 Hё )40920 中世中層

タイ類 尾権骨 l

/1ヽ型 魚 脊権脅

魚類 脊維骨 7

魚類 破片 多数

魚骨 麗 X218Y897 亜c )40712 申世上層 ベラ類 腹椎骨 8

骨 B2 】Dl168下 X213V397 Ⅱe 跡40922 中世申層

フグ類 辮 2

魚類 維体骨 勢

魚類 鰭棘他破片 鏃

脅 B2 X21lY897 H 0 940921 中世中層
カンオ類 尾鰭 2

魚頼 破片 多数

貝 B2 3Dl168「F X218Y397 H。 B40922 中世中層 ドラ類(ヨブダイ) 咽頭骨 多数

108 骨 B2 X220V394 Ho 941003. 申世中層

議 破片 6

タイ類 額骨 1

カレイ類 脊維持 1

魚類 椎体脅 3

魚類 破片 多数

114 骨 X220Y397 Πe― 940921 中世中層

アジ 尾椎骨 1

アイナメ 前上顎骨 L 1

7グ類 額骨

魚類 椎骨

魚類 破片 多数

骨 X221Y394 H。 940929 申世中層 鯨 麟 多数

121 骨 B2 X221V890 互ei 中世中層
獣付加工品 破片

魚類 破片 多数

２２ 魚脅 B2 X2211890 ■e― 941004 中世中層 魚類 椎体骨

125 脅 B2 X221Y397 Ho 〕40921 中世中層

タイ類 雷骨

ホウボウ類 眼下骨 破片
カソハギ類 背鰭

フグ類 顎骨 1

′5び



自然科学的分析

表 4 ・ 貝類同定結 4

試料番う 試料名 地区 遺構 出土地点 日イ寸 備考 種  名 部 位 点数

骨 X221Y397 Ⅱe 940921 中世中層

魚頻 椎骨 多数

魚類 維骨 破片 多数

魚類 破片 多数

127 魚骨 X221Y398 11c 940706 中世上層 タイ類 腹椎骨 ユ

骨 X223Y378 Ee 941027 中世中層

ネズミ 尾維骨 1

鳥類 破片 多数

タイ類 脊椎骨

イフシ 脊椎骨 2

タ ラ 顎骨 3

タ ラ 脊椎骨 1

フグ類 脊椎骨 1

サケ 椎骨 多数

カレイ類 脊椎骨 7

魚類 破片 多数

骨 X223Y385 Ⅱd下 940929 中世中層 獣類 破方 5

魚; X224Y376 互e 941027 中世中層
ベラ類 腹椎骨 l

ベラ類 鰭棘 ワ

骨 X226Y396 Ee 940920 中世中層

カレイ類 不 明 3

魚類 脊椎骨 l

魚類 破 片 多数

骨 X229Y383 Ⅱe 941013 中世中層

鳥類 基部骨 1

イワシ 脊椎骨 l

タ ラ 顎骨 2

サケ類 不 明 l

魚類 破 片 多数

貝 X223Y383 中世中層 タイ類 歯骨

骨 X226Y366 盛土 940601 中世上層 イ ヌ 睡骨 R 1

183 人骨 ? SD3535,3691 X218,220Y329 931111 中世

ヒト(火葬骨) 頭頂骨 破片 4

ヒト(火葬骨) 上腕骨 L 1

ヒト(火葬骨) 撓骨 1

ヒト(火葬骨) 四肢骨 破片 多数

馬の歯 SD7030 中世 ウマ 歯骨 P4 R l

135 碍の歯 X69Yl14 中世 ウマ (若獣) 歯骨 M3 R 1
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今回の試料で最も目立ったのが,魚―類である。タイ類・タラ類・カレイ類・フグ類をはじめとする.,

海産魚類の椎骨や顎骨,歯等が検出されたも~方 ,貝類は,アカニシの破片などがわずかにみられる

にすぎなかった。魚類についで日立ったのが,ニフトリ/キジ類などの鳥類やネズミなどの小型哺乳

類であった。やや大型の哺乳類としてイヌの右塵骨 (試料番号155)が,大型晴乳類として馬の歯

(試料番号184・ 185)があるが,いずれも断片的である。これらは被熟しているものが多く,生の状

態のものはほとんどみられなかった。

ほかに,ヒ トの火葬骨 (試料番号183)がみられた。同定された部位は,左上腕骨 l点・撓骨 l

点・頭頂骨片 4点・四肢骨片 (細片).多数であり,かなり断片的であった。

(4)考察

試料中で目立った魚類は,種類が比較的豊富であり,部位等が不明で単に破片としたものも含めれ

Iゞ,かなりの量がある。当時の食糧として,多種類が利用されていたものと想像される。なお,時

代・遺構などで量の多少はあるが,特定の魚種が偏在するような傾向は,今のところみられない。本

遺跡の立地を考慮すれば,海産の魚種が豊富にみられることは,調和的と言えよう。ただし,海産貝

類がわずかしか含まれないことは|,単に遺体の保存性の差の問題だけではなく,当時の生業形態や海

産物の流通状況,あるいは調理法などに関わるかも知れないので,注意される。

一方,鳥類や小型哺乳類の多くは被熱しており,同定された部位が断片的であることなどから,魚

類同様食糧として利用されたものが,かなり含まれているものとみられる。ただし,ネズミ類や大型

哺乳類のウマやイヌは|,評価が分かれるところである。なお,今回確認された2点のウマの歯は,そ

の大きさや磨耗度から,一方が若齢の個体であるのに対し,も う一方がそれより加齢した個体であっ

た。したがって,今回の試料には, 2個体のウマカS含まれていたことになる。

一方,火葬人骨は同定できた部位も少なく,四肢骨の主要部分や肩甲骨 。寛骨・顎骨などの主要な

部位が含まれていない。また細片化したものを加えても,ヒ ト1体分の骨の量としては極めて少ない。

今のところ想像の域を出ないが,火葬後に主要な部位が選別され,その残りが溝 (S D3535。 3691)

に廃棄あるいは理納されたことが示唆される。今後,さ らに出土状況を含めた検討を行いたい。

3.昆虫同定

(1)試料

古代～中世の溝 。土坑から検出された,昆虫遺体 6点である。 1点のなかに,多量の遺体が含まれ

ているものもあった。詳細は,結果とともに表 5に示した。

(2)方法

肉眼およびルーペ 。実体鏡な―どで観察し,種類・部位等を同定した。

(3)結果

結果は,表 5に示した。
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表5 昆虫同定結果
試料番号 試料名 地区 遺構 出土地点 日付 備考 種  名 部 位

昆虫 ? ]Dl168 X268V398 940712 中世上層 ハエの四蛹

昆虫 ? SK1824 941019 中世中層 ハエの囲蛹

昆虫? 脚 %下 X92Yl12 941114 古代 コガネムシ? 左右上翅の一部

昆虫 ? SD7003 X70Y100 940926 中世

ガムシ 腹部腹板・上翅他各部

オオゴミムシ 前胸背板

スナゴミムシダマシ? 前胸背板

コガネムシ? 頭部、脚の頸節

昆虫 ? SD7003 X75Y104 940920 中世 サクラコガネ? 前胸背板・左上翅・右上翅先端部

昆虫 ? X86Y129 940929 中世 サクラコガネ? 上翅複数の個体分

昆虫 ? X69Y100 940926 中世 コガネムシ? 左右上翅の一部と前胸背板の一部

(4)考祭

各時代 。遺構ごとに,確認された種類について検討する。
。S D6406(古代の溝)

コガネムシ?(試料番号176)の左右上辺の一部が検出された。上辺には金属光沢があり,縦の隆

条がないので,コ ガネムシと思われる。コガネムシ類は,幼虫が地中にすみ,成虫は木の葉を食べ ,

よく飛翔する。種類が多く,集落の周辺や明るい樹林に普通に見られる甲虫で,夜灯火に飛来する。

・S D7003(中 世の溝)

試料番号177では,ガムシ。オオゴミムシ。スナゴミムシダマシ?が検出された。ガムンの腹部腹

板は,大型の広い腹板の中央に縦の隆起があり,他に上辺などの部位があった。ガムシはいまでこそ

農薬のため減少し,珍しい昆虫になってしまったが,戦前までは普通種で代表的な池沼の昆虫であっ

た。止水域にすみ,出土した中世の溝には,当時水がたまっていたことが示唆される。オオゴミムシ

は,平地にすむ地表性の大型のゴミムシで,よ く歩き溝に落ちることは十分考えられる。前胸背板が

確認された。スナゴミムシダマシ?は ,石下などによくみられる甲虫である。頭部と脚の睡節が確認

された。

試料番号178はサクラコガネ ?の前胸背板・左上M・ 右上辺の一部,試料呑号181はサクラコガネ ?

の複数イ団体分の上辺,試料呑号182は コガネムシ?の前胸背板の一部・左右上辺の一部であった。な

お,サクラコガネ?の上翅の上面に太い隆条はない。サクラコガネの生態は,コ ガネムシと同じであ

る。

。SD■68(中世の区画溝)。 S K1824(中世の上坑)

両遺構とも,ハエの囲蛹が多数検出された。囲蛹というのは,ハエなどが幼虫時の古い皮膚を使っ

た蛹のことで,種がちがっても外観はよく似ており,ハエ類の専門研究者の間でもまだ未研究とのこ

とである。現在,家庭に飛んで来るハエのうち,ク ロバエ,キ ンバエ,ニクバエ類の蛹より小型なよ

うに思われるので,それらより小型のイエバエの仲間ではないかと推定する。本試料のように,一箇

所から大量に産出したところを見ると,ハナバエのような人と直接関係のないグループではなく,今

でも人家に多いイエバエの仲間ではなかろうか。これらのハエ類は,ヒ トを含む動物の腐敗物,排泄

物に集まり,産卵し,そ こで成長蛹化するので,両遺構から大量に産出したことは,これらの遺構の

中や周辺にそのような環境が存在していたことを示唆する。
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図版1 種実遺体 (¬ )
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図版2 種実遺体 (2)
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図版3 種実遺体 (3)
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図版4 種実遺体 (4)
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図版5 種実遺体 (5)
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Ⅶ 富山県石名田木舟遺跡出土漆器の科学的分析

Ⅶ 富山県石名田木舟遺跡出土漆器の科学的分析
漆器文化財科学研究所 四柳 嘉 章

1.は じめに

富山県小矢部川右岸の平野部に立地する石名田木舟遺跡は,弥生時代から近世にかけての複合遺跡

として著名であり,中世では1586年の天正地震で埋没した木舟城の城下町と考えられている。現在遺

跡地は砺波郡福岡町木舟と小矢部市石名田地内にまたがっており,発掘調査も富山県文化振興財団埋

蔵文化財調査事務所と福岡町教育委員会によつて実施されている。本稿は前者の調査にかかるもので

ある。福岡町教育委員会の平成 8年度発掘調査時出土漆器についても近刊予定であり,あわせて参照

いただければ,よ り全体の傾向が把握できるものと思う。

2.分析方法
漆器は階層や価格に応じた各種の製品が生産され,その品質が考古学的には所有階層復元の手がか

りとなる。この品質差を材料や技術的側面から評価する場合,肉限による表面観察では使用や廃棄後

の劣化を含めた表面の塗りと加飾部分でしか判断できず,それも専門的な経験に左右される。しかし

漆器本来の耐久・堅牢性による品質は塗装工程 (深漆)にあり,この塗膜の下に隠された情報は,塗

膜分析によって引き出される。

塗膜分析は漆器の内外面数箇所から数Hlmの塗膜片を採取し,ポ リエステル系樹脂に包埋後その断面

を研磨のうえプレパラートに接着し,さ らに研磨を加えて (#100～ 3000)金属 。偏光顕微鏡で観察

する方法である。サンプルである手板試料と比較検討しながら採漆や下地材料の同定を行うが,これ

によって表面観察ではわからない時代的地域的な標漆の特色,製品の品質が把握できるので,遺跡に

おける所有階層の堆定やデータが集積されれば製品の流通問題にも迫ることができる1)。 しかし顕微

鏡観察だけでは間接的部分もあるので,塗料 (膠着剤)や赤色顔料の直接的な分析は,フ ーリエ変換

赤外分光光度計 (FT― IR)を用いた。

なお,本稿で用いる用語については基本的には漆工用語に従うが,意味が曖味で誤解をまねくもの

については,以下のように規定して使用している。

①赤色漆について 赤の顔料である朱やベンガラが未同定の場合には「赤色漆」を使用し,同定済
みは「赤色 (朱)漆」などと表記する。しばしば使われる「赤漆 (あかうるし)」 は「赤漆 (せ きし

つ)」 との混同をさけるために用いない。内外面とも赤色漆の場合は「総赤色漆」,同定できた場合は

「赤色 (朱)漆」,あるいは慣例による「総 (惣)朱」「皆朱」「朱漆器」を用いることもある。

②黒色漆について 黒の顔料である炭素粒子や鉄系化合物粒子などを含むものを「黒色漆」,黒色
顔料を含まないものを「黒色系漆」として区別する。なぜならば「黒色系漆」においては,黒色顔料

を含まずとも漆自体の表層が茶黒色に変質することと,さ らに下地色を反射して肉眼では黒色に見え

るからである。近年の筆者の調査では古代以来こうした方法が一般的と考えられるので,技術や材料

化学の上からも両者の区別が必要である。未同定の場合は,は じめに「黒色漆 (未同定)」 とことわ

る。内外面とも黒色漆の場合は「総黒色漆」,同 じく黒色系は「総黒色系漆」 (慣例による「総 (惣 )

黒」は両者を含んだものである),内面赤色外面黒色は「内赤外黒色漆J,同 じく「内赤外黒色系漆」
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とする。赤色顔料が同定されている場合は「内朱外黒色漆」あるいは「赤 (ベ ンガラ)外黒色漆」,

「内朱」でもかまわない。

③下地の分類について 一般の粗い鉱物粒子を用いたものは「地の粉漆下地」,珪藻土使用は「珪

藻土漆下地」,よ り細かい砥の粉類似は「サビ漆下地」「サビ膠下地」,炭粉は漆を用いたものは「炭

粉漆下地」,柿渋を用いたものは「炭粉渋下地」等とする。

3.分析結果
光学顕微鏡による塗膜分析

今回分析を行った漆器は,本体がすでに保存処理に出されているため全体の観察ができなかったの

で,通常記述する器形・表面観察の項は割愛する。以下の塗装工程の解説は木胎 (木地)か ら順に呑

号 (①～)を付して説明する (木胎への本固め工程の記述は省略)。 層厚は1資料につき内外面各 3

点を分析したものの平均値であり,必ずしも図版のスケールとは一致しない。なお,以下の報文中,

最後の工程である上塗り漆の項で「表層変質」とあるのは,時に誤つて「黒色着色層」と報告される

が,黒色顔料が含まれているわけではなく,空気と常に接触する上塗り漆の表層には多糖一糖タンパ

クーウルシオール成分の層があり,酸化して茶褐色ないし茶黒色に変質している。すなわちこの表層

が酸化劣化防止層となって強い塗膜が形成されるわけである。なお,赤色の表現は7.5R5/11の ご

とく,マンセル値つまり三属性による表示である (7.5Rは色相, 5は明度,11は彩度)。

◇資料番号13(図版 1)椀 (総黒色系)
内外面①炭粉渋下地層。層厚74μ m～ 112μ m。 表層 4μ mほ どが分離。炭粉粒子は大きなもので

は10μ m X36μ mの棒状粒子もみられるが, 2μ m× 5μ m, 2μ m× 13μ m前後の針状粒子が粗く

分散し,針葉樹の木口組織も残っている。②漆層。24μ m前後。表層12μ m前後が変質。③赤色 (朱 )

漆層。漆絵で最大層厚12μ m。 朱粒子は長径 2μ m～ 3μ mと 0.5μ m以下の楕円形,多角形粒子か

らなる。

◇資料呑号14(図版1)椀 (総黒色系)

内面①地の粉 (鉱物粒子)漆下地層。層厚120μ m前後。表層に地固めの漆層がみられる。凹凸が

著しい。地の粉は石英,長石,有色鉱物などから構成されている。②地の粉漆下地層。層厚100μ m

前後。表層の凹凸が著しい。③黒色漆層。層厚24μ m～ 54μ m。 0.5μ m以下の油煙または松煙の黒

色粒子が沈澱している (層厚 7μ m前後)。 ④赤色 (朱)漆層。層厚50μ m前後。朱粒子は長径 2

μm～ 3μ mと 05μ m以下の楕円形,多角形粒子からなる。

◇資料番号15(図版2)椀 (総黒色系)
内面①災粉渋下地層。層厚36μ m～ 76μ m。 表層 4μ mが分離。炭粉粒子は径 2μ m× 12μ m前後

の針状粒子が全体に分散。部分的に2回の塗り重ねが確認できる。②漆層。層厚20μ m～ 40μ m。 表

層12μ m前後が変質。

◇資料番号16(図 3,図版2,挿図528‐5573)椀 (総黒色系)

内面①炭粉渋下地層。層厚73μ m～ ■Oμ m。 表層 7μ mが分離。炭粉粒子はlμ m× 10～ 20μ m,

2μ m× 10～ 20μ m前後の針状粒子と針葉樹の木口組織をとどめるやや粗い破砕工程。表層 7μ mが

分離。②漆層。層厚は薄く10μ m。

◇資料呑号17(図 3,図版なし,挿図451-4963)椀 (総黒色系)

内面①炭粉渋下地層。層厚112μ m。 え粉粒子はlμ m× 10～ 24μ m, 2～ 3μ m× 10～ 29μ mの
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針状粒子が主体。表層 5μ mo ②漆層。層厚は17μ m前後。表層9μ mが変質。

◇資料番号18(図版2)椀 (総黒色系)
内外面①炭粉渋下地層。層厚73μ m～ 100μ m前後。表層 5μ mが分離。炭粉粒子は2μ m× 10

μm前後の針状粒子,長径4μ mの精円形,多角形粒子が主体。表層 5μ mが分離。②漆層。層厚19

μm前後。表層4μ m前後が変質。

◇資料番号19(図 3,図版2,挿図476-5247)椀 (総黒色系)

内面①炭粉渋下地層。層厚44μ m～ 88μ m。 表層 7μ mが分離。炭粉粒子はlμ m× loμ m, 2

μm× 10～20μ m,長径2μ m～ 3μ mの楕円形,多角形粒子が主体。②漆層。層厚20μ m前後。

外面①炭粉渋下地層。層厚73μ m前後。炭粉粒子は内面に同じ。②漆層。層厚20μ m前後。

◇資料番号20(図 3,図版2,挿図435-4572)椀 (総黒色)

内面①炭粉渋下地層。層厚135μ m前後。炭粉粒子は径 lμ m× 15μ m前後の針状粒子も分散する

が,長径 2μ m～ 4μ mの楕円形,多角形粒子が多い。②漆層。層厚24μ m前後。

外面①炭粉渋下地層。層厚73μ m～ 100μ m。 災粉粒子は内面に同じ。②漆層。層厚10μ m前後。

③赤色 (朱)漆絵層。最大層厚17μ m。 朱粒子は長径 2μ m前後と0.5 μ lll以下の楕円形や多角形粒

子からなる。

◇資料番号21(図版2)椀 (総黒色)
内面①炭粉渋下地層。層厚61μ m前後。炭粉粒子は4μ m× 49μ mの棒状粒子も分散するが, 2

μm× 8μ m前後の針状粒子と長径2μ m～ 4μ mの楕円形,多角形粒子が主体。②漆層。層厚は厚

く46μ m。

外面①炭粉渋下地層。層厚37μ m前後。災粉粒子は内面に同じ。②漆層。層厚17μ m前後。全体に

内面の半分の層厚である。

◇資料番号22(図 3,図版2,挿図431-4415)椀 (総黒色系)

内外面①炭粉渋下地層。層厚40μ m～ 100μ m。 表層の凹凸が著しい。炭粉粒子は12μ m× 50μ m
の棒状粒子も分散する粗い破砕工程。②漆層。層厚15μ m前後。表層2.5μ mが変質。

◇資料番号23(図 3,図版3,挿図556‐5838)椀 (総黒色系)
内面①炭粉渋下地層。層厚14μ m～留μm。 表層12μ mが分離。炭粉粒子は2μ m× 6～ 10μ m前

後の針状粒子と長径4μ m～ 10μ mの多角形粒子が多い。②漆層。層厚12μ m～ 50μ m。 表層 5μ m
が変質。③赤色 (朱)漆絵層。最大層厚 5μ m。 朱粒子はlμ m以下の均―な微粒子からなる。

外面①炭粉渋下地層。層厚73μ m～ 110μ m。 炭粉粒子は内面に同じ。②漆層。層厚30μ m前後。

表層12μ mが変質。③赤色 (朱)漆絵層。最大層厚12μ m。 朱粒子は内面に同じ。

◇資料番号24(図 3,図版3,挿図556-5843) 皿 (総黒色系)

内面①え粉渋下地層。層厚85μ m～ 134μ m。 炭粉粒子は5μ m× 24μ m程度の棒状粒子も分散す

るが, 1～ 2μ m× 20～ 25μ m前後の針状粒子,長径 2μ m～ 3μ mの精円形,多角形粒子が主体。

②漆層。層厚17μ m前後。表層2μ mが変質。

外面①炭粉渋下地層。層厚は80μ m～ 100μ m。 2回の地付けが確認できる。炭粉粒子は内面に同じ。

②漆層。層厚20μ m。 表層2μ mが変質。③赤色 (朱)漆絵層。最大層厚24μ m。 朱粒子は長径 2

μm～ 3μ mと 0.5μ m以下の楕円形,多角形粒子からなる。

◇資料番号25(図 3,図版3,挿図431-4413)椀 (総黒色系)

内面①炭粉渋下地層。層厚64μ m～ 100μ m。 え粉粒子はlμ m× 10～ 20μ mの針状粒子と長径 3
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μm～ 6μ mほ どの多角形粒子が主体。部分的に針葉樹の木口組織をとどめる。②漆層。層厚34μ m

前後。③赤色 (朱)漆絵層。最大層厚12μ m前後。粒子は径 lμ m～ 2μ mと 0.5μ m以下の均―な

ものからなる。

◇分析番号26(図 3,図版3,挿図504-5333)椀 (総黒色系)

内面①庚粉渋下地層。層厚49μ m～ 73μ mo λ粉粒子は2～ 4μ m× 10～ 20μ m程度の針状粒子が

主体。②漆層。層厚24μ m前後。表層3μ mが変質。

◇分析番号27-1(図 3,図版3,挿図439-4653)椀 (総黒色系)

内外面①地の粉漆下地層。層厚は厚く269μ m前後。地の粉は石英,長石,雲母などの有色鉱物から

なる。②漆層。層厚24μ m前後。表層4μ m前後が変質。③漆層。層厚13μ m前後。

◇分析番号27-2(図 3,図版3,挿図439-4653)椀 (総黒色糸)

内外面①え粉渋下地層。層厚73μ m～ 100μ m。 炭粉粒子は10μ m× 24μ mの棒状粒子も散見する

が, 2～ 4μ mX8μ m程度の針状粒子と長径4μ m～ 5μ mほどの多角形粒子が多い。

②漆層。層厚17μ m前後。

◇分析番号28(図版4)椀 (総黒色系)
内外面①炭粉渋下地層。層厚61μ m前後。表層4μ m～ 12μ mが分離。庚粉粒子は1～ 3μ m× 37

μm程度の長い針状粒子もかなり分散するが,長径 3μ m～ 6μ mの多角形粒子が多い。②漆層。層

厚は実に薄く5μ m前後である。

◇分析番号29(図 4,図版4,挿図580‐6259)椀 (総黒色系)

内面①炭粉渋下地層。層厚100μ m前後。炭粉粒子は3μ m× 10～ 17μ m程度の針状粒子と長径 3

μm～ 5μ mの多角形粒子が主体。②漆層。層厚37μ m前後。

外面①炭粉渋下地層。層厚24μ m～ 100μ m。 災粉粒子は内面に同じ。②漆層。層厚30μ m前後。

③赤色 (朱)漆絵層。最大層厚17μ m。 朱粒子は長径 2μ mと 0.5μ m以下の楕円,多角形粒子から

なる。

◇分析番号30(図 4,図版4,挿図580‐6260)椀 (総黒色系)

内面①炭粉渋下地層。層厚100μ m前後。え粉粒子は1～ 2μ m× 10μ m程度の針状粒子と長径 2

μm～ 4μ mの多角形粒子が主伝。②漆層。層厚30μ m前後。表層 5μ mが変質。

◇資料番号31(図 4,図版4,挿図465‐5172)椀 (総黒色系)

内面①炭粉渋下地層。層厚50μ m～ 74μ m。 炭粉粒子は大きなものでは4× 37μ mの棒状粒子も分

散するが, 1～ 2μ m× 10μ m前後の針状粒子と長径 6μ m前後の多角形粒子が多い。②漆層。12

μm～24μ m。

◇資料番号32(図版4)椀 (総黒色系)
内面①え粉渋下地層。層厚150μ m前後。表層12μ mが分離。炭粉粒子は径 2μ m× 10μ m前後の

針状粒子と長径 5μ m～ 7μ mの多角形粒子が多い。②漆層。層厚12μ m前後。

◇資料番号33(図 4,図版4,挿図563-5868)椀 (内赤外黒色系)

内面①地の粉漆下地層。層厚100μ m前後。地の粉は石英,長石,有色鉱物,海綿骨片状のものか

らなる。②漆層。層厚4μ m～ 42μ mo ③赤色 (朱)漆層。層厚20μ m。 朱粒子は長径 2μ m～ 3

μmと 0.5μ m以下の粒子からなる。

◇資料呑号34(図版4)椀 (総黒色系)
内面①炭粉渋下地層。層厚100μ m。 炭粉粒子は1～ 2μ m× 10μ m前後の針状粒子と長径 5～ 7
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μmの多角形粒子が主体。②漆層。層厚15μ m前後。表層12μ mが変質。

◇資料番号36(図 4,図版なし,挿図330-3163)椀 (総黒色系)

内外面①炭粉渋下地層。層厚60 μ ln～ 100μ m。 炭粉粒子はlμ m× 10～ 24μ m, 2～ 3μ m× 10

～29μ mの針状粒子が主体。②漆層。層厚は17μ m～ 25μ m。

◇資料番号37(図版5)椀 (内赤外黒色系)
内面①炭粉渋下地層。層厚は厚く200μ m前後。炭粉粒子は2 μ mX10～ 15μ m, lμ m× 5μ m
前後の針状粒子と長径 2μ m～ 4μ mの楕円形,多角形粒子が主体。②漆層。層厚は薄く7μ m前後。

③赤色 (朱)漆層。層厚15μ m。 朱粒子は長径 2μ m～ 3μ mと 0.5μ m以下の微粒子からなる9‐

◇資料呑号38(図 4,図版なし,挿図225‐2244)椀 (総赤色)
内外面①炭粉渋下地層。層厚50μ m前後。表層4μ mが分離。炭粉粒子はlμ m× loμ m, 2

μm× 10～ 20μ m,長径4μ m～ 6μ mの楕円形,多角形粒子が主体。②赤色漆層。層厚15μ m。 赤

色粒子は未同定。

◇資料番号39(図 4,図版5,挿図330-3175)椀 (総赤色,高台裏に「吉」銘)

内外面①炭粉渋下地層。層厚61μ m～ 200μ m。 表層2μ mが変質。炭粉粒子は径 l μ rn× 10μ m,
2μ m× 10～ 15μ m前後の針状粒子と長径 5μ mの楕円形,多角形粒子が主体。②漆層。層厚は薄く

8μ m前後。③赤色 (朱 )漆絵層。最大層厚24μ m。 朱粒子は長径 2μ m前後と0.5μ m以下の楕円

形や多角形粒子からなる。

◇資料番号40(図 4,図版5,挿図330-3171)椀 (総赤色,端反タイプ)イ

内面①地の粉漆下地層。層厚は厚く343μ m前後。地の粉は石英,長石,有色鉱物からなる。②漆

層。層厚は30μ m前後。③赤色 (朱 )漆層。層厚30μ m。 朱粒子は長径 2μ m～ 4μ m前後と0.5

μm以下の楕円形や多角形粒子からなる。

外面①地の粉漆下地層。層厚134μ m～ 245μ m。 地の粉は内面に同じ。②漆層。層厚は37μ m前後。

③赤色 (朱)漆層。層厚27μ m。 朱粒子は内面に同じ。

◇資料番号41(図 4,図版5,挿図330-3181)椀 (総黒色系)

内外面①戊粉渋下地層。層厚100μ m前後。炭粉粒子は2μ m× 24μ m, 4μ m× 30μ m前後のも

のも分散するが, 1～ 2μ m× 10～ 15μ mの針状粒子と長径 3μ m～ 6μ mの楕円形,多角形粒子が

主体。②漆層。層厚15μ m前後。③赤色 (朱)漆絵層。最大層厚17μ m。 朱粒子は長径 2μ m前後と

0.5μ m以下の楕円形や多角形粒子からなる。

◇資料番号42(図 4,図版5,6,挿図330-3172) 盃ないし皿 (総赤色)
内面①地の粉漆下地層。層厚は厚く318μ m前後。地の粉はわりと大きな石英,長石,有色鉱物か

らなり,3回の地付けが観察できる。②漆層。層厚44μ m前後。③赤色 (朱)漆層。層厚22μ m前後。

朱粒子は長径 2μ m～ 3μ m前後と0.5μ m以下の精円形や多角形粒子からなる。

外面①布着せ層。緯糸繊維束幅107μ m,経糸長径294μ m×短径196μ mo ②地の粉漆下地層。層

厚は経糸頭部で80μ m前後。地の粉は内面に同じ。③漆層。層厚40μ m前後。地の粉を挟む部分がみ

られる。④赤色 (朱)滲層。層厚17μ m前後。朱粒子は内面に同じ。

◇資料番号44(図版6) 皿 (総赤色)
内面①地の粉漆下地層。層厚は200μ m前後。地の粉は石英,長石,有色鉱物からなる。②漆層。

層厚54μ m前後。③赤色 (朱)漆層。層厚14μ m前後。④赤色 (朱)漆層。層厚10μ m前後。朱粒子

は長径 2μ m～ 3μ m前後と0.5μ m以下の楕円形や多角形粒子からなる。
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外面①地の粉漆下地層。層厚は245μ m前後。地の粉は内面に同じ。②漆層。層厚34μ m前後。表

層 2μ m前後が変質。③漆層。層厚20μ m前後。表層 7μ m前後が変質。④赤色 (朱)漆層。層厚27

μm前後。朱粒子は内面に同じ。

◇資料呑号43(図 4,図版 6,挿図210-2101)板 (折敷か,総黒色)

表面①黒色漆層。層厚44μ m前後。黒色粒子は0.5μ m以下の油煙または松煙の微細な粒子。17

μm～20μ mの厚さで沈澱している。図版ではすべて1層 に観察されるが,漆2層の可能性がある。

◇分析番号35(図版6) 墨状遺物
黒色を呈し全面が磨かれたもので漆器ではなく,紙上で引くと黒色の痕跡が付く。赤外分光法でも

炭粉の吸収が確認できた。粒子が細かく均―であり,膠成分は残っておらずやや軟らかくなっている

が墨に類似したものである。

赤外分光分析

漆液の同定については,赤外線 (普通赤外波長2.5μ m～ 25μ m,波数4000cm l～ 400cm l)を 固有

の振動をしている分子に波長を連続的に変化させて照射し,分子構造を解析するフーリエ変換赤外分

光法 (FT― IR)を用いた。測定機器は日本分光製FT― I R420。 試料は 2 mgを 採取しKBr

(臭化カリウム)100mgを メノウ鉢で磨り潰して,これを錠剤成形器で加圧成形したものを用いた (錠

剤法)。 条件は分解能 4cm l,積算回数16,アポダイゼーション関数Cosinc。

図 1は朱漆の37・ 42・ 44と比較の基準データとして現在の朱合漆塗膜 (乾性油を混ぜて顔料となじ

みやすくしたもので,光沢がでるようにナヤシに時間をかける。1994年作製)の赤外線吸収スペクト

ルである (ノ ーマライズ)。 縦軸は吸光度 (Abs),横軸は波数 (カ イザー)。 42は劣化もあまりな

く基準データの吸収と一致することが知られる。44・ 37も 1070cm l～ 1030cm l(ゴム質)の吸収が増

大しているほかは3422cm l,2925cm l,2850cm l,1650cm-1～ 1620cmユ (糖タンパク),1465cm l

(活性メチレン基),1280cm l(フ ェノール),1070cm l～ 1030cm l(ゴ ム質)の一致からみて漆と同

定される。

図 2は 6・ 27・ 33・ 35と 下地の膠着剤を判別するために,現在の戊粉渋下地 (1998年作製)の赤外

線吸収スペクトル (ノ ーマライズ)の基準データを加えたものである。 6・ 27・ 33・ 35は基準データ

と近似した吸収であることが全体のスペクトルから読み取ることができる。柿渋は炭粉と混ぜた場合

は漆とちがってそれ自体の吸収が弱く,指紋領域 (1500cm l～ 650cm l)に おいてはえ粉の吸収が強

く現れ,柿渋単伝時のようなシャープな吸収がみられず判別はしにくい。しかし3600cmユ ～2400cmユ

のブロードな吸収はカルボン酸に特徴的なもので,水素結合したOH振動によるもの,1460cm l(C
H2変角振動)の吸収はタンニン酸の構成成分であるトリヒドロキシベンゼンカルボン酸 (没食子酸)

のスペクトルと思われる。顕微鏡による塗膜分析でも柿渋の特色が観察されたのでこれらは渋下地と

判断される。

4.小 結

富山県小矢部川右岸の平野部に立地する石名田木舟遺跡は,中世では1586年の天正地震で埋没した

木舟城の城下町に比定されており,富山県文化振興財団埋蔵文化財調査事務所と福岡町教育委員会に

よって発掘調査が行われた1)。 県調査分はすでに保存処理に出されているため,全体の器形,紋様

(漆絵),樹種,木取りなどは観察できなかったので,同時報告の連びとなる福岡町教育委員会調査分

′BF



鐸
．夕
”
③

（黙
雄
鮮
さ
自
）
苺
争
柴
　
〇

品
．Σ

⑤

導
．，
日
Θ

Ｏ一∞
一　
　
　
　
фＯ
一一　　
　
　
０
一゙
一　
　
　
　
い
０働
一　
　
　
　
０一帯
”

ミ
と
ヽ
で
К
事
彗
準
薫
憔
Ｇ
艇
≪

Ｆ
ｉ
Ｅ
己
」ｏ
ねＥ
コＣＯ＞Ｃ＞

８
翌
　
　
０
９
一　
　
目
Ｌ
　
　
目
軍
　
　
目
最
　
　
目
鼠

ｏ
Ｃ
巧
０
０
０
〕

一
Ｉ
Ｅ

ｏ

守

０９
ω　
　
Ｏ
零
Ｎ　
　
８
Ｒ
　
　
Ｂ
８
　
　
８
斜

8          ~ ―N        図

Ⅶ富山県石名田木舟遺跡出土漆器の科学的分析

尋j       O               さ                       d

嵐耐ふ‐御卦ぷ撃鶴

‘ヽギ
ｆ
〓

１ゞ

ｔ

ｆ
ｒ
主
．

上

‐‥↓ミ

○ くて :、、、、
IPて

~°

(

電
<

,82



Ab
s 
O・

1 40
00
  
  
38
00
  
  
86
00
  
  
34
80
  
  
82
08
  
  
30
00
  
  
28
00
  
  
26
00
  
  
24
00
  
  
22
00
  
  
20
00
  
  
19
08
  
  
18
00
  
  
17
08
  
  
16
00
  
  
15
00
  
  
11
08
  
  
13
00
  
  
12
00
  
  
11
00
  
  
10
00
  
  
90
0

Wa
ve
nu
mb
er
に
m-
11

①
 N
o.
6

②
 N
o.
33

③
 N
o.
27

④
 N
o3
5

⑤
 
炭
粉
渋
下
地
(1
99
8年
作
製
)

図
2 
炭
粉
渋
下
地
の
赤
外
線
吸
収
ス
ペ
ク
ト
ル

分
解
積
算
回
数
ビ
_シ
ョ
ン

4 
cm
-1

16 Co
si
ne

研 沸 学 報 番 ウ 鍬
」 ∞ 』



Ⅵ 富山県石名田木舟遺跡出土漆器の科学的分析

分析16 分析17

分析20

卜ヽ、、、、
iとこ三二二:ここここ|!:::::::::i´ケ
ケチテ
イ

分析26

距Ⅲ夏π開

}¬_T¬ rT_「 ィーr,一 下当坐二____二 _______聖 半

m

分析19

帯
」
　一

酢
　
　
解

分析漆器実測図 (1)



自然科学的分析

分析29

分析40

分析43

＼

刻 例

図 4 分析漆器実測図 (2)

分析31

分析38

分析41

分析33

(

山ノ

分析39

O               li4             20cm

′B5



Ⅶ 富山県石名田木舟遺跡出土漆器の科学的分析

表 1 下地と上塗色・器形分類 (石名出木舟遺跡県・町調査区総計)

渋下地 漆下地

計 %一辺地 二辺地

炭粉渋下地 炭粉漆下地 地の粉漆下地 地の粉漆下地

総

赤

色

椀
つ
０ 0 1 0 4 7.8

皿 0 0 つ
ね 0 ９

留 4.0

小 計
つ
０ 0 ０

０ 0 6 11.8

内

赤

外

黒

色

椀 3 0 l 1 5 9.8

皿 2 0 0 0 ９

守 3.9

小 計 5 0 l 7 13.7

総

黒

色

椀
つ
０ 0 つ

０ 0 34 66.6

皿 4 0 0 0 4 7.9

小 計 35 0 つ
υ 0 38 74.5

総 計 43 0 7 51

0/O 84.3 13.7 2.0 100

渋下地 漆下地

計
0/0一辺地 二辺地

炭粉渋下地 炭粉漆下地 地の粉漆下地 地の粉漆下地

総

赤

色

椀 2 0 1 0 Ｏ
υ 10.0

皿 0 0 ９

留 0 2 6.7

小 計
９

留 0 つ
０ 0 5 16。 7

内

赤

外

黒

色

椀 l 0 1
つ
０ 10.0

皿 0 0 0 0 0 0

/」 言ヽ十 0 1 3 10.0

総

黒

色

椀
９

留 0 0 ，
留

９
留 73.3

皿 0 0 0 0 0 0

小 計
９
留 0 1 0 22 73.3

総 計 24 0 5 1 30

0/0 80.0 16.7 1.3 100

′8び

表 2 下地と上塗色・器形分類 (石名出木舟遺跡県調査区総計)



Ⅶ 富山県石名田木舟遺跡出土漆器の科学的分析 自然科学的分析

データ (平成 8年度発掘調査)の 1部 も引用しながら,要点を報告することにしたい。

表 1は光学顕微鏡による塗膜分析と赤外分光分析を行った30点の下地と上塗色,器形との関係を整

理したものである。下地は上質品と普及品を識別する基本的分類で上質品のメルクマールとなる地の

粉 (鉱物粒子)漆下地は18.00/0,普 及型の炭粉渋下地が80.00/0で あった。これを上塗色別でみると地

の粉 (鉱物粒子)漆下地のうち600/Oが総赤色,200/Oが内面赤色で黒色は少ない。器形別では総赤色が

椀 1に対 して皿 2,内面赤色と黒色は椀のみである。総黒色系渋下地では87.50/Oが椀である。総黒色

渋下地漆器に施される漆絵顔料はすべて朱漆が用いられており,上塗漆においても (渋下地であって

も)朱漆であるなど,みかけは高級志向であることが知られる。これに対して地崎遺跡の12は炭粉漆

下地に朱漆の上塗りが施された例で,炭粉の破砕工程は粗いが朱は細かい。

高級な地の粉漆下地でも若干の違いがあり,44や27-1で は上塗漆 (朱漆)の下には 2層の漆層

(2回の塗りという意味ではなく顕微鏡で確認できる漆層は 2層 ということ, 1層が厚い場合は2～

3回の塗 り重ねが考えられる)であるが,14・ 33。 42では簡略されて 1層 となっている。ただし14で

はその漆層が黒色顔料 (掃墨=油煙)を含む黒色漆層であり,こ れは化粧箱や鏡箱などには大抵用い

られており2),椀皿の上質品にも採用されることが多い。43の板状製品はこの黒色漆層が 1層施され

ただけのものである。また44の上塗朱漆は2層が確認でき,42は 口縁部に布着せ (麻類)がみられる。

表 2は本分析に福岡町教育委員会の平成 8年度発掘調査分データを加算した石名田木舟遺跡全体の

傾向である。福岡町教育委員会調査分では地の粉漆下地は9.50/0,炭粉渋下地が90.5%で あった。地の

粉漆下地は他遺跡では赤色が多いが,こ こではすべて総黒色漆器で, しかも必ず黒色顔料の含まれた

漆層をはさみ,布着せの例もみられた。上塗色の比率は総赤色4.8%,内面赤色 19°/。 ,両者あわせて

23.80/0,総黒色76.20/0である。福光町梅原胡摩堂遺跡 3)では渋下地漆器は82.5%,漆下地漆器は17.50/0,

能登の鹿西町谷内ブンガヤチ遺跡では渋下地漆器890/0,椀 の占有率も890/04)。 同じく能登の七尾市七

尾城跡シッケ地区遺跡では渋下地漆器は84%,漆下地漆器は16%。 総赤色12%,内面赤色210/0,外赤

内黒色 20/0,黒色系漆器650/Oで あった 5)。

県調査分の器形別では全体で椀が930/0,皿 7%であるが,法量や形態の細部については前述の理由

で調査できなかったので,福岡町教育委員会調査分のものを参考までに紹介したい。

器形では大椀 (口径15cna～ 16cm)は底部厚が体部厚より幾分厚くなり,ゆったりと立ち上がるもの

(大椀A)と ,底部厚が大椀 Aよ りやや厚 くなり,立ち上がりもやや強くなるもの (大椀 B),底部

厚が体部厚の 2倍以上厚 くなり立ち上がりの急なもの (大椀 C)に大別される。中椀 (口径 13c14～ 14

cm)で も大椀 Aと 同じく,底部厚が体部厚よりやや厚い程度のもの (中椀 Aと する)も のと,大椀 B

と同じく底部厚の厚いもの (中椀B)や斜め上方に開くもの (中椀 C)に分けられる。小皿は回径 9

cm～ 10cm,器高2.3cm～3.7cmほ どで,底部厚が体部厚よりやや厚い程度で,ゆ るやかに立ち上がるも

の (小皿A)と 厚手の底部から斜上方に開くもの (小皿B)に分けられる。この大椀 。中椀・小皿は

単独の組み合わせだけではなく,組椀のなかの一の椀・二の椀・三の椀となることもある。椀皿の比

率は総赤色漆器では皿はなく椀のみ,内面赤色では椀 と皿は同率,総黒色 (系 も含む)は椀71.40/0,

皿28.60/0で ある (全体でもこれと同じ比率)。 梅原胡摩堂遺跡では椀が全体の850/0,皿が150/0で椀が

圧倒的に多い。

これらは筆者の編年でいえば16世紀 (Ⅸ期)3段 階の区分で6),大椀A・ 中椀 Aは 1段階,大椀
B。 中椀 Bは 2段階,大椀 C。 中椀 Cは 3段階に比定される (皿 もこれに対応 )。 県調査分については,

これを参考に本文で検討いただければと思う。

打87



Ⅷ富山県石名甲木舟遺跡出土漆器の科学的分析

なお,赤色漆絵については県調査分の写真判別では鶴亀笹竹松などの蓬莱紋,草花紋,橋紋,五三

の桐紋などが確認でき,町教育委員会調査分では蓬莱紋,扇紋が主体で,福井県一乗谷朝倉氏遺跡7)

や富山県井口域跡を)な どにみられる後紋や橋紋はみられない。樹種はブナが圧倒的に多い。この傾向

は梅原胡摩堂遺跡のブナ79.4%, トテノキ14.70/o,ケ ヤキ5。90/0に近い。木取りはすべて横木取りで,

柾目90.5%,蒻 t目 9!5%である。

以上,微細な塗膜片から得られた情報を元に,福岡町教育委員会調査分のデータも加えて若干の所

見を述べた。本稿作成に当たっては富山県文化振興財団埋蔵文化財調査事務所,福岡町教育委員会か

ら,何かとご便宜をはかっていただいた。厚く御ネL申 し上げる。
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図版 1 塗膜漆器層断面顕微鏡写真 (1)
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図版 2 漆器塗膜層断面顕微鏡写真 (2)
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自然科学的分析

図版 3 漆器塗膜層断面顕微鏡写真 (3)
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図版 4 漆器塗膜層断面顕微鏡写真 (4)
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図版 5 漆器塗膜層断面顕微鏡写真 (5)
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図版 6 漆器塗膜層断面顕微鏡写真 (6)
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